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次   第 

１．開会 

２．点鐘 

３．ＪＣＩクリード唱和 

４．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

６．出席者の確認 

７．配布資料の確認 

８．議事録署名人並びに議事録作成者の指名 

９．議題の確認 

１０．理事長挨拶 

１１．直前理事長挨拶 

１２．理事長報告 

１３．委員会報告 

１４．審議事項 

第 １号議案 家族会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第 ２号議案 家族会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ３号議案 ９月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ４号議案 仮入会員研修の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ５号議案 １０月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

第 ６号議案 会員拡大の調査・研究・実践（２０２０年度正式入会審査）事業計画（案）に関する件 

第 ７号議案 ２０２０年代活動指針作成 事業計画（案）に関する件 

第 ８号議案 豊かな人材育成事業の調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第 ９号議案 例会・総会の設営及び運営（１２月例会時間の変更）事業計画（案）に関する件 

第１０号議案 真のしあわせを知る経営者育成 事業計画（案）予算（案）に関する件 

第１１号議案 所管業務 事業計画（案）に関する件 

第１０号議案 その他 

１５．協議事項 

第 １号議案 卒業例会行事 事業計画（案）予算（案）について 



第 ２号議案 その他 

１６．報告依頼事項 

第 １号議案 その他 

１７．連絡事項 

１８．監事講評 

１９. 次回開催日の確認 

２０．点鐘 

２１．閉会 



理事長報告 
１０月 ６日（火） 第１０回理事会             於：尾道国際ホテル 
１０月１１日（日） ブロックアカデミー（ＷＥＢ上）     於：尾道市内 
１０月１３日（火） 仮入会員研修              於：ベイタウン尾道 
１０月１５日（木） １０月例会               於：尾道国際ホテル 
１０月１７日（土） 夢見る大切さ促進事業          於：尾道市内 
１０月２３日（金） 会員会議所会議（ＷＥＢ上）       於：尾道市内 
１０月２４日（土） ブロック大会（ＷＥＢ上）        於：尾道市内 
１０月２８日（水） 第１０回正副理事長会議          於：事務局 
１１月 ４日（水） １１月合同委員会            於：ベイタウン尾道 
１１月 ４日（水） 世界会議               於：横浜市内 
～１１月 ７日（土） 
１１月 ９日（月） 第１１回理事会             於：尾道国際ホテル 

        
事務局連絡 
１１月１６日（月） １１月例会               於：尾道国際ホテル 
１１月２７日（金） 第１１回正副理事長会議          於：事務局 

           上程締切 １１月２４日（火）１７：００まで 
１１月２８日（土） 会員会議所会議             於：未定 
１２月 ７日（月） 第１２回理事会             於：尾道国際ホテル 
１２月１２日（土） 庄原青年会議所５５周年記念式典     於：庄原市内 
１２月１６日（水） 卒業例会                於：尾道国際ホテル 
１２月２８日（月） 第１２回正副理事長会議          於：事務局 

 上程締切 １２月２２日（火）１７：００まで 
   
 
 
 

 
 
 

 
           

 
 



仮入会員研修について

夢見る大切さ促進事業について

11月4日 ベイタウン尾道 夢見る大切さ促進事業について

夢見る大切さ促進事業について

防災事業について、授業打ち合わせ

防災事業について、授業打ち合わせ

防災事業についてカーサービスオガワ

商工会議所301号室

防災事業について、授業実施

10月15日

防災事業について

仮入会員研修について、11月例会について

10月14日

ベイタウン尾道

10月12日

夢見る大切さ促進事業について

２０２０年代活動指針作成について

10月5日

10月8日
10月22日

ベイタウン尾道

事務局

10月5日

11月4日

JCライフについて、卒業例会について

ベイタウン尾道

事務局

因北小学校

11月例会について

防災事業について、授業打ち合わせ

JCライフについて、卒業例会について

因島南小学校

尾道国際ホテル

防災事業について

防災事業について、授業実施

夢見る大切さ促進事業について

ベイタウン尾道

ベイタウン尾道

因北小学校

JCライフについて、卒業例会について

卒業例会について

事務局

豊かな人材育成事業について

豊かな人材育成事業について10月20日 商工会議所301号室

ベイタウン尾道

10月14日

ベイタウン尾道 真のしあわせを知る経営者育成事業について

真のしあわせを知る経営者育成事業について

高原誠吉食堂

11月4日

総務広報委員会

豊かな人材育成
委員会

会員拡大委員会

夢・希望・憧れ
委員会

10月5日

ベイタウン尾道

10月12日

11月4日

10月12日

10月12日

委 員 会 名 日時

真のしあわせを知る
経営者育成委員会

10月2日

10月5日

委 員 会 報 告

場　所

　期間　2020年 9月28日～2020年11月 4日

10月例会について、豊かな人材育成事業について

議　　題

(有)大松保温

10月2日

10月5日

10月12日

10月5日

事務局

10月16日

ベイタウン尾道

 社会開発委員会

10月例会について、豊かな人材育成事業について

10月例会について

11月4日

仮入会員研修について、11月例会について

防災事業について

ベイタウン尾道

10月16日

10月19日

10月22日

10月22日

カーサービスオガワ

因島南小学校

日比崎小学校

事務局 防災事業について

10月23日 事務局 防災事業について

10月26日 事務局 防災事業について

10月27日 日比崎小学校 防災事業について、授業実施

10月28日 日比崎小学校 防災事業について、授業実施

11月4日 ベイタウン尾道 防災事業について

２０２０年代活動指針作成について

10月17日 事務局

天咲



一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：豊かな人材育成委員会 

                                                       委員長名：沼田 剛志 

 

（１）議案名 

家族会 事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    家族会 テーマ「仙酔島Ｑｕｅｓｔ 海と大地と家族の絆」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    家族との繋がり、絆を深めることはＪＣ活動や仕事においても重要なことであると考えます。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）  家族との絆を深めるとともに、豊かな自然に触れることで子どもたちの豊かな

心を育むことを目的とします。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年 ４月１９日（日） １０：００～１５：００ 

        ｂ．場  所 仙酔島 

        ｃ．予算総額  ￥ ４０９,０００ （詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部  ６９名     外部 １３８名     計 ２０７名 

（外部内訳：配偶者 ５１名  子ども ８７名） 

        ｅ．動員計画  

        ｆ．外部協力者 鞆の浦漁業協同組合 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 豊かな人材育成委員会 委員 歌  一行 

                             委員 小迫 佳紀 

        ｈ．実施手順・プログラム 

        ２０２０年２月２７日（木）第２回正副理事長会議          協議 

        ２０２０年３月 ６日（金）第３回理事会              協議 

        ２０２０年３月２７日（金）第３回正副理事長会議          審議 

        ２０２０年４月 ６日（月）第４回理事会              審議 

        ２０２０年４月１９日（日）                    実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

物と情報があふれる現代において、自然体験をする機会が減少してきています。仙酔島は国立公

園に指定されています。地質的に非常に珍しい形態を成しており日本で唯一この島にしかない五色

岩が約1㎞にわたり続いている等、この島独自の自然に溢れています。そのような自然豊かな場所

でその自然に触れ、学びある設えにすることで、豊かな心を育む一助になります。また、家族と協

力して成し遂げることでより強い絆を築くことができると考えます。 

午前の部では底引き網を行い捕れたものを昼食の追加食材としてふるまいます。実際にとれた魚

に触れ、さばいている様子を見ることで、自然と触れ合う機会を設けます。午後の部では島の自然
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を活かし、宝探し要素を入れたウォークラリーを実施します。豊かな自然に触れることで豊かな感

性を育む一助にもなると考えます。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果  

普段訪れることが少ない場所で普段行わない体験をする。その中で自然と触れ合うことで豊かな

感性を育むことができると考えます。 

仙酔島は車の乗り入れができないので、安全に歩き回ることができます。 

    悪天候の場合は中止し、小学校体育館にてビーチボールバレー大会の予定です。 

    参加人数によりグループ分けをし、総当たり戦にて1～3位まで表彰します。 

    参加賞でお菓子を配ります。 

 

（８）審議のポイント 

    内容、予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    新型コロナウイルスの問題もあるので、4月審議可決後に案内文を配信します。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

事業収支予算明細書（案） 

家族会概要（案） 

タイムスケジュール（案） 

会場施設 仙酔島（参考資料） 

渡船時刻表（参考資料） 

駐車場案内（参考資料） 

仙酔島写真（参考資料） 

国民宿舎仙酔島見積書（案） 

鞆の浦漁業協同組合見積書（案） 

おかし本舗見積書（案） 

ディースタイル見積書（案） 

東京海上日動見積書（案） 

 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 100,000 100,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 登 録 料 収 入 329,000 309,000 20,000
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

429,000 409,000 20,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 30,920 8,130 22,790
設 営 費 支 出 5,000 5,000
運 送 費 支 出 14,500 14,500
レ ン タ ル 料 支 出 45,000 16,000 29,000

小　計 95,420 24,130 71,290
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 233,750 80,960 152,790
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 233,750 80,960 152,790
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 50,000 50,000
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 50,000 0 50,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 3,410 3,410
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 3,410 0 3,410
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 222,500 -222,500
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 222,500 -222,500
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 39,240 -39,240
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 39,240 -39,240
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 7,452 -7,452
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 46,420 34,718 11,702

429,000 409,000 20,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

家族会テーマ「仙酔島Ｑｕｅｓｔ　海と大地と家族の絆」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補助金等収入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 100,000

登録料収入 登録料収入 3,000円×69名 207,000

2,000円×51名 102,000

409,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 ブルーシート 8,130 モノタロウ

レンタル料支出 タープテント、アイシックス 16,000 国民宿舎　仙酔島

24,130

企画演出費支出企画演出費 底引き網にかかる諸経費 55,000 鞆の浦漁業協同組合

（傭船料　人件費　魚各種）

ウォークラリー参加賞150円×60組 8,959 おかし本舗
ウォークラリー1位商品（米沢牛） 6,050 ㈱ディースタイル
ウォークラリー2位商品（イベリコ豚） 3,850 ㈱ディースタイル
ウォークラリー3位商品（コシヒカリ） 3,300 ㈱ディースタイル
軍手予備　大12枚　小20枚 3,801 モノタロウ

80,960

懇親会費支出 飲食料費支出 BBQ食材（2150×100） 215,000 国民宿舎　仙酔島

白ご飯（25合分） 7,500 国民宿舎　仙酔島

222,500

旅費交通費支出交通費支出 渡船代 39,240 福山市

（240円×120名　大人）

（120円×87名　小人）

39,240

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出レクリエーション保険36円×207人 7,452 ㈱東京海上日動
通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 34,718
409,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

家族会　テーマ「仙酔島Ｑｕｅｓｔ　海と大地と家族の絆」

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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10：20～底引き網体験（３０分×２セット）

上記イメージ図のような網を引いて魚を捕る
引綱（約３０Ｍ）の先を砂浜に残し、沖に網を投入。
漁業組合の方の合図とともに砂浜より引綱を引っ張り、魚を捕る

この砂浜より、引綱を引っ張る

家族会概要（案）

※イメージ図
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昼食１１：２０～

昼食会場は海水浴場隣接の芝生広場でタープテントを使用

数名の方にBBQのお手伝いをお願いいたします。

捕れた魚はコンパネ台を用意し、さばく

当委員会メンバーにて調理作業
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ウォークラリー　１２：５０～

マーカーの範囲内（一方通行）にて
海岸通りをINコース、山岳通りをOUTコースとして分かれて出発
コースアウトが無いよう、分岐点にメンバー配置

参加人数により、グループ分けをしグループごとに時間差で出発

コース内に右図のようなカードを１５枚設置

どこに設置してあるか、各所探してもらいながら島内散策

カードを見つけたらケータイのカメラにてQRコードを読み取り、
クイズに挑戦

発見数と、クイズ正解率の合計で表彰
※集計方法
Google　フォームにて自動集計

1-7



Googleフォーム内容（参考資料）
QRコードを読み取るとこのような画面が出てきます。
各クイズ（選択問題）に答えてもらいます。

集計はGoogleフォームにて自動集計となります。

表彰
発見数＝１点　正解数＝１点
合計３０点満点で１位から３位までのグループに景品贈呈

　　　　１位 ２位 　　　　　３位
同率順位の方がいる場合、グループの代表者でジャンケン
その他のグループは参加賞でお菓子詰め合わせ
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２０２０年度 家族会 タイムスケジュール（案） 
 
 
 
１０：００～ 開会 
       理事長挨拶（５分） 
 
１０：０５～ 委員長趣旨説明（３分） 
 
１０：０８～ 各種説明（１２分） 
 
１０：２０～ 砂浜へ移動、底引き網体験 ３０分２セット（６０分） 
 
１１：２０～ 昼食開始（捕れた魚等解体見学）（８０分） 
 
１２：４０～ ウォークラリー説明（１０分） 
 
１２：５０～ 島内ウォークラリー開始（１１０分） 
 
１４：４０～ 各種表彰（１５分） 
 
１４：５５～ 副理事長謝辞（５分） 
 
１５：００～ 終了・解散 
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仙酔島
住所 福山市鞆町後地

　　　砂浜（ここから底引き網を引く） 芝生広場（本部・昼食）

会場施設　　仙酔島　（参考資料）
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鞆の浦→仙酔島

仙酔島→鞆の浦

※１０：００に仙酔島芝生広場集合となっております。

９：１０　or　９：３０の船に乗船下さい。

チケットは乗船口にて委員会メンバーが手渡します。

渡船時刻表（参考資料）
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駐車場は下記パーキングがございます。

駐車場案内（参考資料）
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駐車場が満車で停める場所が
ない場合、左記園田滑車様
会社駐車場の利用許可を得ております。

園田滑車様の駐車場に停車後
鉄鋼団地前バス停にて
路線バスにお乗りください。

鞆港行き鉄鋼団地前バス停車時刻
鉄鋼団地前  鞆港着

8:26 → 　8:32
8:46 → 　8:52

園田滑車様　会社

鉄鋼団地前バス停

渡船
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仙酔島写真　（参考資料）
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 
審議事項 
                                                      委員会名：豊かな人材育成委員会 
                                                      委員長名：沼田 剛志 

  
（１）議案名    

家族会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名    
    テーマ「仙酔島Ｑｕｅｓｔ 海と大地と家族の絆」 
 
（３）事業実施に至る背景 
    家族との繋がり、絆を深めることはＪＣ活動や仕事においても重要なことであると考えます。 
 
（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）家族との絆を深めるとともに、豊かな自然に触れることで子どもたちの豊かな心を    

育むことを目的とします。 

 

（５）実施日時  ２０２０年 ４月１９日 １０：００～１５：００ 

 
（６）場  所  仙酔島 

 
（７）参加人員   内部 ０名     外部 ０名     計 ０名 
             （内・外部内訳：） 
 
（８）外部協力者 鞆の浦漁業協同組合 

 
（９）事業の目的は達したか？ 

コロナウイルス感染症拡大の中４月１６日に政府より緊急事態宣言が発出され、各種イベントの

自粛要請が出ました。会員やご家族の感染防止等考慮し本事業は中止としました。 
 

（10）実施上の問題点 
    中止となりましたので、ございません。 
 

（11）次年度への引継事項 
やむを得ず中止となりましたが、外部協力者である鞆の浦漁港の方々に、地引網の方法など親切

丁寧にご指導いただきました。今後地引網等検討の際は本事業内容を参考にしてください。 
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（12）委員長所見 
この度、やむを得ず中止となりましたが、ここに至るまで委員会メンバーをはじめ多くの皆様に

ご意見やアドバイスをいただきました。この経験を今後とも活かし、尾道青年会議所に貢献してい

きたいと考えております。ありがとうございました。 
 

（13）添付資料 
事業収支計算書（案） 
収支計算明細書（案） 
 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 100,000 100,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 登 録 料 収 入 329,000 0 329,000
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

429,000 100,000 329,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 8,130 0 8,130 モノタロウ
設 営 費 支 出 0 0
運 送 費 支 出 0 0
レ ン タ ル 料 支 出 16,000 0 16,000 国民宿舎仙酔島

小　計 24,130 0 24,130
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 80,960 0 80,960 鞆の浦漁業協同組合
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 80,960 0 80,960
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 222,500 0 222,500 国民宿舎仙酔島
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 222,500 0 222,500
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 39,240 0 39,240 福山市
宿 泊 費 支 出 0

小　計 39,240 0 39,240
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 7,452 0 7,452 ㈱東京海上日動
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

100,000
409,000 100,000

●余剰金 ¥100,000

34,718

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

家族会　「仙酔島Ｑｕｅｓｔ　海と大地と家族の絆」

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入 100,000 100,000 0

登録料収入 登録料収入 3000円×69名 207,000 0 207,000

2,000円×51名 102,000 0 102,000

0

0

409,000 100,000 309,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 ブルーシート 8,130 0 8,130 モノタロウ

レンタル料支出 タープテント、アイシックス 16,000 0 16,000 国民宿舎仙酔島

0

0

0

0

0

24,130 0 24,130

企画演出費支出 企画演出費 底引き網諸経費 55,000 0 55,000 鞆の浦漁業協同組合

(傭船料　人件費　魚各種） 0

ウォークラリー参加賞150円×60組 8,959 0 8,959

ウォークラリー1位商品（米沢牛） 6,050 0 6,050

ウォークラリー2位商品（イベリコ豚） 3,850 0 3,850

ウォークラリー3位商品（コシヒカリ） 3,300 0 3,300

軍手予備　大12枚　小20枚 3,801 0 3,801

80,960 0 80,960

懇親会費支出 飲食料費支出 BBQ食材（2150×100） 215,000 0 215,000 国民宿舎仙酔島

白ご飯（25合分） 7,500 7,500 国民宿舎仙酔島

0

0

0

0

0

222,500 0 222,500

旅費交通費支出 交通費支出 渡船代 39,240 0 39,240 福山市

（240円×120名　大人） 0

（120円×87名　小人） 0

0

0

0

0

39,240 0 39,240

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出レクリエーション保険36円×207人 7,452 0 7,452 ㈱東京海上日動
通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

34,718

100,000

409,000 100,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

家族会　「仙酔島Ｑｕｅｓｔ　海と大地と家族の絆」

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 

 

審議事項 

                                                  委員会名：真のしあわせを知る経営者育成委員会 

                                                 委員長名：岡本 大輔 

 

（１）議案名 

９月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    ９月例会 テーマ「コロナウイルスがもたらす未来の経営」 

 

（３）事業実施に至る背景 

    今、我々の生活はコロナウイルス感染症の流行により、これまでの生活、習慣を失い、各分野の

企業に大きな被害が出ており多くの企業が経営難に陥っている。コロナ感染症の拡大につれて人の

価値と習慣が変化した今、我々は会社を守る為に今一度、今のビジネスモデルを見直し、積極的に

時代変化をとらえる企業へ生まれ変わらなければならない。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）会社のリーダーとして、我々が今抱えている問題、そしてこれから直面する問題、

変化していく世の中と向き合い、このコロナ禍でも経済活動の行える企業作り、経

営体制構築の一助とします。 

 

（５）実施日時 ２０２０年 ９月１８日（金） １９：００～２０：３５ 

  

 (６) 場  所 尾道商工会議所（撮影場所 : ３０１号  放送室 : 事務局） 

 

（７）参加人員  内部 ４８名     外部  名     計 ４８名 

 

（８）事業の目的は達したか？ 

    本例会ではwithコロナ、afterコロナで必要な手法を伝え、またこれからの経営者に必要な考え 

   方も合わせてメンバーに伝えることができ、事業の目的は達成できたと考えます。 

 

（９）実施上の問題点 

    この度はウェブ上でオンラインリアルタイム例会に挑戦しました。新鮮味があって良かったので 

   すが、ネット配信では出演者と同等以上に配信する人の技術で面白く、円滑にできるかが決まりま

すので今後、配信を行う為の技術的な問題はこの先課題として残ると考えます。 

 

（10）次年度への引継ぎ事項 

    しっかりとハード側の準備に漏れがないかを確認し、配信確認を事前に行って下さい。 

   また、この度はオンライン例会開催の為に下記の資材を管理費で購入致しました。 

   ・撮影用照明×１機 

   ・ミキサー×１機 
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   ・ピンマイク×２本 

   ・ピンマイク用３．５mmジャック延長ケーブル×２本 

   ・ＨＤＭＩケーブル×２本 

   ・インターネットケーブル×１本 

   上記機材は事務局に保管しております。 

 

（11）委員長所見 

    この度は多くの委員会の枠を越え、多くのメンバーのサポートにより無事に９月例会を実施す 

ことが出来ました。ご協力くださいました皆様には御礼申し上げます。さて、この度はウェブ例会

をリアルタイム配信ですると言う事で出だしからハードルが高い気がしていましたが、実際に実施

してみての感想はやはり不慣れな事もあり、難しかったと正直思いました。しかし、生配信の面白

さを感じ、新しいスタイルとしての例会として多くの可能性を見つける事が出来ました。 

例会アンケート（資料参照）は回収率５４％と低い回収率でした。当日は当委員会以外に例会の

サポートをしていただきましたメンバーが多くおり、彼らに対して私がアンケート記入のアナウン

スをし忘れておりました事が１つの理由として挙げられます。例会内容に関しては分かり易かった

が９２．３％、どちらでもないが７．７％、いいえが０％と言う結果でした。伊豆田先生の講演は

コロナウイルスの流行でそれ以前から変化しつつあった社会変化が急速に加速し、今、そして今後

やらなければならない事をメンバーに伝える事ができ、一定の影響を与える事ができたと考えます。 

     

（12）添付資料 

事業収支計算書（案） 

収支計算明細書（案） 

アンケート結果（案） 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 160,000 160,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

160,000 160,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 600 600 0 ３０１号使用料金
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 600 600 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 7,700 7,700 0 看板代
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 7,700 7,700 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 33,000 33,000 0 講師料
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 33,000 33,000 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 770 770 0 振込手数料
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

117,930
160,000 160,000

●余剰金 ¥117,930

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

９月例会「コロナウイルスがもたらす未来の経営」

117,930

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 160,000 160,000 0

0

0

160,000 160,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,700 7,700 0 メディアジャンクション

会場設営費支出 会場費支出 ３０１号室使用料 600 600 0 商工会議所

0

0

0

0

0

0

0 0

8,300 8,300 0

講師関係費支出 謝礼金支出 講師謝礼 33,000 33,000 0 株式会社アイムサプライ

0

0

0

0

0

0 0

0

0

0

33,000 33,000 0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 振込手数料 770 770 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

事 業 予 備 費 支 出 事　業　予　備　支　出 117,930

117,930

160,000 160,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

９月例会「コロナウイルスがもたらす未来の経営」

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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アンケート意見まとめ（案） 
 

設問２ 

例会を聞いて、何か自分の会社に応用できるような事柄はありましたか？具体的にご記述
下さいと言う設問に対して、下記のご回答をいただきました。 
 
・ビジネスモデルの再構築 
・利益の責任、社員の幸せを追求していくという言葉が突き刺さりました。 
・DX 
・仕事柄リモートワークが難しい環境ではありますが、変えていかなければならないと感じまし

た。 
・リモートワークと現在の働き方を併用していくこと 
・自動化 
・機能÷コスト＝価値という概念を整理して使っていこうと思います 
・他部署の社員との積極的なコミュニケーションが重要だと改めて感じました。 
・価値＝機能／コスト 
・インプットだけでなくアウトプットも考えて行動するのが必要なこと。 
・人の幸せを追求していくというお話しは、弊社の基本的な考えでもあるので、コロナに関係な

く、どの時代においても不変的なものであると改めて考えました 
・今までに無いやり方を考えること 
・デジタルトランスフォーメーション 
・理念をもう一度考えようと思いました。 
・今一度、経営理念を考えてみたいと思いました。 
・アフターコロナの捉え方など自社だけでなく取引先、お客様にも該当するような事項が多かっ

たので今後の経営方針に活かしていけると思います。 
・現段階ではないように思います。 
・コスト/機能 

 

設問③ 

例会を経て、このコロナ禍に対応する為、あなたの会社で変えなければならない事は見つ
かりましたか？と言う設問に下記のご回答をいただきました。 
 
・コロナの影響で営業が難しくなっているので、新しい方法を考えなければいけないと思いました 
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・社員、お客様に選ばれる会社にならなければいけないので常に変化し続けていかないといけ

ない。 
・顔を合わせることが営業の基本ではありましたが、今後はリモートワークを取り入れ、営業をか

けられる環境づくりをしていかないといけないと感じました。 
・経営者が人を引き付ける力をもっと磨くこと 
・DXの進め方 
・現在のところ具体的には浮かんできておりません 
・変化することへの意識 
・社員の満足度や幸せ度を測る手法や環境を整えないといけないと感じました。 
・社員の多様性に合わせた仕事 
・現状で来てくれている方を大切にすることと、新規のファンを増やすことの重要性が良く分かっ

た。 
・コロナに関係なく、当たり前の事を当たり前に実行することの大切さが再確認できました。 
・これから具体化に向け取組む 
・デジタルシフト 
・オンラインの仕組みの活用 
・理念に立ち返る。 
・共感を得れる会社になるために、具体的なアクションを起こしたいと考えます。 
・今までの方向性により自信を持つことができたので、より一層努力したいと考えております。 
・リモートでも仕事出来る環境をつくる 
・現段階ではないように思います。 
・本物を追求する事 

 

設問⑤ 

初のウェブ例会の感想をお聞かせください。（改善点、アイディア等もお願いします。）と
言う質問に下記のご回答をいただきました。 
 
・臨場感がある例会でした！お疲れ様です！ 
・とてもよかったです。 
・実際の例会より話に集中しづらいと感じましたが、どこでも参加できるとのことでメリットが大き

いと感じました。 
・リハーサルの時間配分が難しいことがわかった 委員長と副委員長が講師と対談形式で進行
してたのが興味をひいた 
・一人でしゃべってるだけじゃなくて、良かったと思う！ 
・聞き取りやすかったはよかったです。質疑を入力するには少し時間がバタついてしましました 
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・参加意識が希薄になりがちかと思うので、随所にインタラクティブなことを盛り込んでやった方

がいいと思います。 
・聞いている側としては何も問題はなかったと感じています。 
・意外とよかったですが、画面が小さかった 
・聞きやすかった。 
・流れもスムーズで聞きやすかったです。 
・聞きやすかったです。 
・みんなの顔が見れる状態で講師の先生のお話しを聞いた方がよかったかもしれませんね。 
・画面越しに講演を聴くとなると、講師の立ち姿の画が長く続くと飽きてしまうのかなと思いま

す。パワーポイントのスライドも差し込むなどしておられましたが、文字が多くて見づらいと感じ

ました。 改善点は多々あるかと思いますが、WEBでも例会開催は可能ということが分かった
のは今後の活動に向けて非常に大きなことだと思いました。準備も大変だったかと思います。

本当にお疲れ様でした！ 
・事前周知の徹底かと思いました。例会内容は入ってきやすかったけど画面 OFFになっていな
い人が目立ちました。岡本委員長、池田副委員長お疲れ様でした。 
・不自由さ感じず、参加ができました。途中で、動画に切り替わったときは、そんなＺＯＯＭの活

用法があるんだと、びっくりいたしました。 
・照明のあてかた 
・家族に高齢者、持病のある者がおりますので、このように安心してお話を聞き、意見できる形

での開催は本当に喜ばしいです。 
・声が聞きづらかったです 
・お疲れ様でした。初めてのウェブ例会、楽しく参加できました。運営の方々は、色々とご苦労が

あったと思います。ありがとうございます。自宅から参加できるというのはありがたい反面、や

はり参加しているという意識に欠ける部分がありました。やり方は難しいですが、もっとチャット

などを利用して参加型にできれば良いと感じました。また、スーツ着用の意味も薄かったように

感じました。 
・設営お疲れ様でした。良かったです 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 
審議事項 
                                                            委員会名：会員拡大委員会 
                                                           委員長名：高橋 洋樹 

  
（１）議案名    

仮入会員研修の調査・研究・実践 事業報告（案）決算（案）に関する件 

 
（２）事業名    
    仮入会員研修 
 
（３）事業実施に至る背景 
 正規入会後、青年会議所活動へ円滑に参加するため、理念や作法など学ぶ場が必要であります。 

 
（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）仮入会員が正規入会後の活動を円滑に行えるようにする事を目的とします。 

ｂ．（対内） 

 

（５）実施日時  ２０２０年１０月１３日（火）  １９：００ ～ ２１：００ 
 
（６）場  所  ベイタウン尾道 
 
（７）参加人員   内部 １４名     外部 ６名     計 ２０名 
             （内・外部内訳：仮入会員６名） 
（８）外部協力者 

 
（９）事業の目的は達したか？ 

本事業では、青年会議所活動におけるルールやマナー、作法を学ぶ事が出来たと考えます。特に 
尾道青年会議所活動に必須の用語集や委員会や幹事の役割などは、理解できてなかった部分で今後 
の活動に活用できる内容だとの意見も多く頂きました。 

   本年度、２０１９年度理事長及び委員長を招き、尾道青年会議所活動についてお話し頂きました。 
   組織の構築や活動、事業実施までの過程を紹介し、事業構築から実施における幹事の役割や重要性 
   を具体的な内容をお伝えする事で、尾道青年会議所活動を理解する事が出来たとの意見を頂き、理 

解する事で不安を払拭する事が出来たとの意見を頂きました。円滑な本入会への研修実施が出来た 
と考えます。よって本目的は達成したと考えます。 

 
（10）実施上の問題点 
    本年度は「尾道青年会議所について」と題しまして、理事長所信や組織構築・委員会運営や事業

構築・幹事についてお話して頂き、尾道青年会議所を理解して頂けましたが、幹事についての部分

をしっかりと時間を取り具体例などを紹介する事で、一層の理解向上に繋がったと考えます。 
    リハーサルを重ねることで想定していました終了時間を１０分ほど短縮出来ましたので、幹事に
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ついて時間を使い、更に理解して頂く事が出来たと考えます。 
    ジャケットを忘れた方がおり、セレモニーの作法について実践的に練習する場がありましたので、

当日に再度案内をする必要がありました。 
    急な所用により島田委員が研修欠席となり、幹事についての部分は動画での配信で対応しました。 
 
（11）次年度への引継事項 
    本年度は看板に国旗・ＪＣ旗をプリントした看板を用意し、セレモニーの登壇降壇を行う事で、

臨場感を持ち実践的な作法を学ぶ事が出来たと考えます。この看板については、事業名が変わらな

い限り継続して使用できますので、次年度以降も活用いただきたいと思います。 
    尾道青年会議所をより理解して頂くために、２０１９年度の会議所活動をお話して頂きました。 
   仮入会員からも理解しやすく楽しかったとの意見を頂きました。尾道青年会議所を理解して頂く為

に効果的であったと考えます。 
    候補者の全員参加は難しい為、登壇降壇の実践動画を添付しＰＰ資料を候補者に配信致しました。

欠席者には電話やＬＩＮＥなどで連絡を取り、研修内容をしっかり理解して頂く事が円滑な入会に

向けて必要であると考えます。 
 
（12）委員長所見 
    例年のＰＰ資料を簡潔に説明しました。 

本年度はコロナ禍の影響で事業実施が出来ておらず、これから多くの事業を行う道中でありますの 
で、２０１９年度の尾道青年会議所活動についてお話をして頂く試みを行いました。理事長所信や 
組織の構築を知り、そこから委員会運営や事業形成を知り、組織の中の幹事について理解して頂く 
事は、幹事の役割や重要性を理解して頂くと共に、尾道青年会議所組織についての理解も深まった 
と考えますが、もう少し幹事についての部分で時間を取り、より幹事の重要性や価値について紹介 
する事がより効果的であったと考えます。 
例年では仮入会員研修は８月開催で事業実施の最中なので、前年度の活動をお伝えする事が尾道 

   青年会議所への理解向上に繋がると考えます。 
入会を志す組織への理解向上は、円滑な本入会へ向け効果的であったと考えます。 

 
（13）添付資料 

事業収支計算書（案） 
収支計算明細書（案） 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 50,000 50,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

50,000 50,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 16,313 16,313 0 ベイタウン尾道
設 営 費 支 出 9,900 9,900 0 (有)メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 26,213 26,213 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 375 204 171 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 1,320 550 770 ダイソー

小　計 1,695 754 941
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

23,033
50,000 50,000

●余剰金 ¥23,033

22,092

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

仮入会員研修

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰越収入 事業費繰越収入 50,000 50,000 0

0

0

0

0

50,000 50,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 会場費支出 会場代 16,313 16,313 0 ベイタウン尾道

会場設営費支出 設営費支出 看板代 9,900 9,900 0 (有)メディアジャンクション

0

0

0

0

0

26,213 26,213 0

資料作成費支出 資料費支出 資料（次第１部×２０名×３円） 87 60 27 事務局

資料作成費支出 資料費支出 紙資料（８P ×６名×３円） 288 144 144 事務局

資料作成費支出 作成費支出 CD-R　９枚 1,320 550 770 ダイソー

0

0

0

0

1,695 754 941

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

22,092

23,033

50,000 50,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

仮入会員研修

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案） 
 
審議事項 
                                                      委員会名：豊かな人材育成委員会 
                                                      委員長名：沼田 剛志 

  
（１）議案名    

１０月例会 事業報告（案）決算（案）に関する件 
 

（２）事業名    
    １０月例会 テーマ「リーダーに必要な思考力と判断力」 
 
（３）事業実施に至る背景 

異常気象、ウイルス感染症等様々な問題が起こる中で、我々青年経済人は打ち勝っていかなけれ

ばなりません。変革の時代を生き抜くため、組織のリーダーとして多角的な視点や判断力を養う必

要があります。 
 
（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）どの様な状況下であっても、考え方ひとつで何かできることはあります。組織のリ 

ーダーとして多角的な視点を持つことや判断力を養うことは今後生き残っていく

うえで重要です。新しい企業価値を創造する発想力、変化に柔軟に対応する判断力

を養うことを目的とし、それらを考えることにより経営者としてのレベルアップ、

さらにはそこに携わる社員の人材育成につながる一助となればと考えます。 

 

（５）実施日時  ２０２０年１０月１５日（木） １９：００～２１：００ 

 
（６）場  所  尾道国際ホテル 

 
（７）参加人員   内部 ４８名  ＺＯＯＭ １名  外部 １６名     計 ６５名 
                    （外部内訳：広島ブロック運営団 １６名） 
 
（８）外部協力者 福山ビジネスサポートセンタ センター長 高村 亨 氏  
   
（９）事業の目的は達したか？ 

別紙アンケート集計であるように、多くの方が自社に活かせる内容であったと回答をいただいて

います。その中でも具体的に自社で実施できることをアンケートに書くことで、自社の課題や今後

自社方針等を明確にすることができました。それら考えることによって、経営者としてのレベルア

ップにつながったと考えます。また、グループワークでも実例であった経営課題について考えるこ

とによって柔軟な発想力や、判断力について、さらに深い学びが得られたと考えます。よって本目

的は達成されたと考えます。 
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（10）実施上の問題点 

前半の講演内容について、経営論がメインの講演となりました。テーマで「リーダー」としてい

るので、リーダー論がテーマの例会であると思われている人もいらっしゃったと聞いています。今

回の内容ではリーダー＝経営者として捉えており、委員長趣旨説明でそのあたりを説明しておけば

誤解がなかったのでは、と感じました。 

     

（11）次年度への引継事項 

    感染症の状況次第では、ソーシャルディスタンスを保つため、会場を広くする必要があるかと思

います。スクリーンにてＰＰ資料を映す際は、資料の文字を大きくする必要がありますし、場合に

よってはダブルスクリーンで対応することも検討が必要です。また、Ｗｅｂでのグループワークに

ついては、今回は参加が１名だったため実施を見送りましたが、小人数でのオンライングループワ

ークについては、委員会メンバーを会場からオンラインでグループに参加する等、工夫が必要と感

じました。 

    
（12）委員長所見 

    新型コロナウイルス感染症の流行中ということもあり、本例会は会場とＷｅｂ上での同時開催と

なる、ハイブリット形式を初めて採用いたしました。初めてのことに対して不安に思うことがあり

ましたが、総務広報委員会をはじめ、メンバーの皆様のご協力により円滑に進めることができまし

た。ありがとうございました。またこのような状況下にも関わらず、多くの方がＷｅｂ参加でなく、

会場にお越しくださりました。おかげさまでグループワークにおいては活発な意見交換ができたの

ではないかと思います。ありがとうございます。 

至らぬ点は多々あったかとは思いますが、ご協力くださいました全ての方に感謝し、委員長所見と

させて頂きます。   

 

（13）添付資料 
事業収支計算書（案） 
収支計算明細書（案） 
アンケート集計結果（参考資料） 

 
第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

60,000 60,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 7,000 0 メディアジャンクション
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 7,000 7,000 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 10,000 10,000 0 桂馬蒲鉾商店

小　計 10,000 10,000 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 594 417 177 事務局
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 594 417 177
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 0
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

42,583
60,000 60,000

●余剰金 ¥42,583

42,406

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

１０月例会　テーマ「リーダーに必要な思考力と判断力」

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 60,000 60,000 0

0

0

0

0

60,000 60,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営費支出 設営費支出 看板代 7,000 7,000 0 メディアジャンクション

0

0

0

0

0

0

7,000 7,000 0

資料作成費支出 資料費支出 アンケート用紙（３円×６４名） 297 192 105 事務局

例会資料（３円×６４名） 297 192 105 事務局

メモ用紙（３円×１１テーブル） 0 33 -33 事務局

0

0

0

0

594 417 177

講師関係費支出 記念品代支出 記念品 10,000 10,000 0 桂馬蒲鉾商店

0

0

0

0

0

0

10,000 10,000 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

42,583

60,000 60,000支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

収支計算明細書(案)

１０月例会　テーマ「リーダーに必要な思考力と判断力」

合　　計　　

小　　計　　

  余 　　　剰　 　　金　　　

42,406
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10 月例会アンケート集計結果（参考資料） 

 

Ｑ１例会内容は自身の仕事に活かせる内容であったか？ 
                                              

アンケート結果により、参加された 9 割の方
が、今後の仕事に活かせる内容であったと回
答がありました。 

 
 
Ｑ２自社に持ち帰り実施できることはあったか？ 
〇自社の強みを再確認し、何ができるか考えること 
〇自社の強み、弱みを再確認し強みを生かし、弱みを改善する 
〇社員に注意や指摘ばかりするのでなく、モチベーションを上げるためコミュニケーショ
ンをとる 
〇組織を活性化さるために自分のアップグレードをする 
〇いろんな角度からものを見て、最も輝くところを見つけて伸ばす 
〇ＨＰのリニューアル 
〇個人のパフォーマンスを最大にすることでチームのパフォーマンスが最大化する。 
〇自身のビジネスセンスを上げる方法 
〇全社員とのコミュニケーションをとる 
〇視点を変える。単価上昇のための策を考えること 
等 
 
Ｑ３組織を成長させるために重要なことは何か？ 
〇変化を恐れない 
〇決定力、コミュニケーション能力 
〇社員が活躍しやすい環境を作ること 
〇危機感と当事者意識 
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〇クライアントを飽きさせず、だれでもできることはしない 
〇思考力と判断力と柔軟な発想 
〇自社の強みを社員に理解してもらい事業に活かす 
〇自己研鑽 
〇情報収集力。それを精査し展開する 
〇ターゲットを絞ること 
〇弱みを強みに変える考え方 
等 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：会員拡大委員会 

                                                       委員長名：高橋 洋樹 

 

（１）議案名   

会員拡大の調査・研究・実践 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名   

    ２０２０年度 正式入会審査 

 

（３）事業実施に至る背景 

    尾道青年会議所の将来を担う８名と仮入会期間を過ごしてきました。彼らの本入会は尾道青年会

議所の大きな力になると考えます。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）新たな力である８名を尾道青年会議所に迎え入れ、より活気溢れる組織を目指す為

に本入会を了承して頂きたく思います。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年１１月 ９日（月）１９：００～ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部   名     外部   名     計     

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー   会員拡大委員会 委員長 高橋 洋樹 

    ｈ．実施手順・プログラム  

１月～ 仮入会申し込み受付（新入会員候補者受付） 

８月２２日（土） 定時総会 

９月 ２日（水） ９月合同委員会 

９月１１日（金） 新入会員ガイダンス 

９月１８日（金） ９月例会 

９月２４日（木） ２０２０年度室合同委員会 

１０月 ５日（月） １０月合同委員会 

１０月 ６日（火） 仮入会審査 

       １０月１５日（木） １０月例会 

       １１月 ４日（水） １１月合同委員会 

       １１月 ９日（月） 正式入会審査 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

 尾道青年会議所活動を共に行う新たな仲間たちを正式に迎え入れたいと思います。 
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（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    本年度はコロナ禍により、当初予定しておりました委員会配属が行えませんでした。 

多くの会員との交流は難しかったのですが、当委員会や推薦者を中心に仲間として付き合い、信頼

できる関係を作る事が出来ました。 

お互いが忌憚なく話し合える関係を作る事が出来、当委員会より活動に伴う様々なアドバイスが

出来ました。 

 

（８）審議のポイント 

    新入会員正式入会について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    承認後も新入会員として様々な疑問など出てくると思いますので、ご指導やフォローを宜しくお

願い致します。 

    

（11）添付資料 

会員拡大委員会の意見書（案） 

２０２０年度新入会員候補者一覧及び出席状況（案） 

    配属先委員会意見書（補足資料） 

   第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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定款第７条第１項第１号 
運営規程第６条第２項４号 

２０２０年１１月  ９日 
 

意見書 

一般社団法人尾道青年会議所 
                         会員拡大委員会 

委員長 高橋 洋樹 
 
 
 当委員会では仮入会期間中、仮入会員の出席、及び活動状況をみさせていただきました。 
各候補者とも自己責務において青年会議所活動を遂行するに足る人物であると判断し、委

員長意見書を添えて、２０２０年１１月理事会資料として提出いたします。 
 すべての正式入会希望者が英知と勇気と情熱を持った青年であり、今後の尾道青年会議

所にとって、その活動に必要な人材であると確信しております。 
 尚、正式入会希望者は定款第７条第１項第１号に定められた正会員資格を有している事、 
運営規程第６条第４項の正会員資格資料をもとに、会員拡大委員会で検討した結果、正式

会員審査資格を有する青年であると判断しましたことをご報告いたします。 
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NO 氏名
シメイ 主推薦

副推薦
配属先委員会

交流会
（全２回）

委員会
（全２回）

９月合同委
員会

新入会員ガ
イダンス

９月例会
２０２０年度
室合同委員
会

１０月
合同委員会

仮入会員研
修

1０月例会
１１月合同委
員会

1 安保大輔
アボダイスケ 加度亮平

高橋建太
会員拡大委員会 ２回 １回 〇 〇

2 田井清正
タイキヨマサ 大前慶倫

藤田祐輔
会員拡大委員会 １回 ２回 〇 〇 〇

3 高垣悟
タカガキサトル 島田元太

岡本正也
会員拡大委員会 １回 ２回 〇 〇 〇 〇

4 高垣裕吉
タカガキユウキチ 小川直紀

内海洋平
会員拡大委員会 １回 １回 〇 〇 〇 〇 〇

5 中川
ナカガワ

裕智
ヒロトモ 吉田雄太

岡本大輔
会員拡大委員会 ２回 １回 〇 〇 〇 〇

6 延安
ノブヤス

孝文
タカフミ 高山敦好

今岡正英
会員拡大委員会 〇

7 福島侑
フクシマユウ 大池慎三

沼田剛志
会員拡大委員会 １回 〇 〇

8 森田洋一郎
モリタヨウイチロウ 山本圭介

大本誠
会員拡大委員会 ２回 ２回 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9

10

11

12

13

14

15

２０２０年度　新入会員候補者一覧および諸事業出欠状況（案）

９月１５日
１０月１６
日

（全２回）

６月４日
７月１４日
（全２回）
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 安保 大輔 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

安保 大輔君は、青年会議所活動へ前向きで尾道のお為に意欲を持って活動し

ており、出張などではない限り極力出席いただき積極的に行動や発言をしてく

れております。海外留学や海外在住経験があり青年会議所に新たな価値を創造

してくれることを期待します。 

 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 田井 清正 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

田井 清正君は、一般社員であり制限はありますが、社長から信頼・期待も厚

く、青年会議所活動へ前向きで教育関係や子供たちの喜ぶ事業に意欲を持って

おります。 

挑戦として入会する意欲を持っておりますので、尾道青年会議所にとって貴重

な存在になってくれることを期待しています。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
。奥様が４人目をご懐妊という事もあり今後の活動では例会・合同委員会などは問題あり

ませんが、２１時以降のアフターなどの参加は難しい状況です。 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 高垣 悟 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

高垣 悟 君は、積極的に青年会議所活動に参加してくれており、様々な方と

の交流を期待しております。尾道の発展に意欲を持っており、前向きな活動へ

の姿勢がみられます。年齢は本年度、２８歳であり入会に至れば現役最年少で

すが、物怖じせずしっかりと意見を発する事の出来る方なので、尾道青年会議

所にとって将来を担う貴重な存在になってくれることを期待します。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 高垣 裕吉 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

高垣 裕吉 君は、御調町在住で専務取締役という立場でお忙しいにもかかわ

らず、尾道青年会議所活動に積極的に参加して頂いております。国体にも出場

しており、行動力がありますので、積極的な活動で周りを牽引して頂ける存在

として期待しております。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 中川 裕智 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

中川 裕智 君は、多忙の為遅参する事もありますが、遅参しても積極的に参

加して頂きムードメーカーとして周りを楽しませてくれます。個性もあり会議

所活動に対しても非常に真面目に取り組む姿勢を見せて頂いております。 

尾道青年会議所活動の意欲を底上げしてくれる貴重な存在になってくれるこ

とを期待しております。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 延安 孝文 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

延安 孝文 君は、新たなビジネス展開をしており、多忙の為あまり出席出来

ておりませんが非常に人脈が広く明るく活発な性格で、周りを楽しませてくれ

る存在であると思います。拡大活動にも意欲を持っており今後の尾道青年会議

所にとって力を与えてくれる存在になってくれることを期待しております。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 福島 侑 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

福島 侑 君は、業務で出張も多く参加が難しい場面もありますが、様々な会

に参加して頂いており、次年度委員会への積極的な出席も報告を頂いておりま

す。地域活性事業に大変興味を持っており、前向きな姿勢がみられます。尾道

青年会議所にとって新たな力として期待しております。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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配属先委員会の意見書 

 
 

新入会候補者 森田 洋一郎 君 

一般社団法人尾道青年会議所 

会員拡大委員会 

 委員長 高橋 洋樹 

 

 

 

上記の新入会員候補者に関する委員会意見書を述べさせて頂きます。 

（個人の性格・資質について） 

 

森田 洋一郎 君は、真面目で活発で責任感も強く、多くの会に参加して頂い

ております。尾道を良くしたいとの思いも強く委員会のみならず、他委員会の

事業参加なども参加していきたいとの意見も頂いており、尾道青年会議所にと

って責任感を持ち、何事も率先して行動してくれることを期待しております。 

 

（出席状況について） 

 

 仮入会を対象とした事業や例会、合同委員会に出席しております。 

 

 

（特記事項） 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：夢・希望・憧れ委員会 

                                                       委員長名：高山 敦好 

 

（１）議案名 

    ２０２０年代活動指針作成 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名 

憧れるＪＣの創造を目指した「２０２０年代活動指針」の策定 
     

（３）事業実施に至る背景 

    尾道青年会議所は、我がまち「尾道」の明るい豊かな社会を実現するために存在します。 

豊かな社会を実現するために、未来に責任を持った青年会議所活動を行うために、２０１０年代活

動指針を引継ぎ、次の１０年を見据えた２０２０年代活動指針が必要です。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）尾道青年会議所の存在意義を共有し、未来を見据えた、より強固な組織になってい

く事。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年 ９月２５日（金）～ １１月１６日（月） 

        ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部   ７７名     外部  ０名     計 ７７名 

（内部内訳：） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 夢・希望・憧れ委員会 委員 加藤 雄大 

                             委員 小倉 洋映 

        ｈ．実施手順・プログラム 

        ２０２０年 ９月２５日（金） 第１０回正副理事長会議 協議（指針内容） 

             １０月 ６日（火） 第１０回理事会     協議（指針内容） 

             １０月２８日（水） 第１１回正副理事長会議 審議（指針内容） 

             １１月 ９日（月） 第１１回理事会     審議（指針内容） 

             １１月１６日（月） 臨時定時総会      審議 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

   一般社団法人尾道青年会議所の２０２０年代活動指針を全会員で作り上げる機会を創出します。 

その機会を経る事で、全会員が２０２０年代活動指針に対する責任を持ち、未来にわたっての活動

意義を共有する事が強固な組織作りの一助になっていくと考えます。 

   また、認知を継続させていくために、ＪＣ手帳への記載、事務所での掲示、例会時において指針

の設置を行います。 
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（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

    ２０１０年代活動指針において、認知があいまいで、知らない会員も存在しました。 

今回はより１０年間の活動指針を会員に認知してもらうために、全会員に携わっていただく機会を

創出し、ＪＣ手帳のみならず、例会会場、事務局に提示することで、未来に入会してくる会員に対

しても継承できると考えます。 

 

（８）審議のポイント 

   内容について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）「背のび・背のび・背のび」の捉え方が難しく、意図したものがメンバーに伝わるか不安で

す。委員会での意見はどんなものが出たでしょうか。 

対応）委員会内はチャレンジや挑戦する事は必要であり指針にはそれにまつわる文章は必要と考え

ました。そして、チャレンジする組織作りが大切な部分と捉え表現が目立つ形となっており

ますが、説明文を入れて少し表現の緩和と意図の伝達向上を図っております。 

意見）「背のび・背のび・背のび」の部分を「チャレンジ」「挑戦」という表現に変えてみても良い

かなと思います。 

対応）委員会を開催し検討しましたが、現在の目立つ形は残し、意図したものがより分かりやすく

なるように説明文を変更しました。 

意見）アンケートでマイナスな部分を前向きに捉えられるような表現を取り入れた所を教えてくだ

さい。 

対応）青年会議所の奉仕、友情、修練を大切にした資質を育み、挑戦意欲が湧く表現で考えており

ます。明るい尾道の社会の実現へのベクトルを再認識してもらえるような指針として作って

います。 

意見）１０年使用する指針だと思いますが、高山委員長の１０年後の理想像を教えてください。 

対応）拡大が非常に重要な１０年であると考えられるので、拡大候補者に自信を持て勧められるよ

うな組織や個人となる指針と考えております。 

意見）２０２０年代指針の認知の方法を前回の上程で示しておられますが、再度その認知の頻度や

掲載を担当とする委員会を教えていただけますか。 

対応）一つ目は、２０２０年代活動指針が記されたスタンドの設置を、例会受付に設置します。そ

の管理について基本的には例会出欠受付をする総務委員会にお願いする形です。 

二つ目は、会員手帳に載せる位置の要望を出し進めております。 

   三つ目は、事務局に額縁を設置させていただく形で進めております。 

   意見）ＳＤＧｓを活動指針に入れた場合、テーマや事業内にＳＤＧｓを取り入れていって欲しいと

いう想いがあるのでしょうか。 

対応）ＳＤＧｓも含めて、色々な考え方が今後１０年間で出てくると思いますので、随時判断して

取り入れていただければと思います。 

    

（10）他委員会への依頼事項等 

    これまでのアンケートにご協力いただきましてありがとうございます。２０２０年代活動指針に

ついて臨時総会での承認を予定しておりますので、決定しましたら委員会メンバーに周知の程よろ

しくお願い致します。 
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（11）添付資料 

    ２０２０年度活動指針 デザイン（案） 

    ２０２０年代活動指針作成のための意識調査アンケート集計（参考資料） 

２０２０年代活動指針 デザインアンケート集計および対応（参考資料） 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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存　在

意　義

時代に先駆けて活動し、

       まちから求められる｢尾道ＪＣ｣でなければならない。

尾道の明るい豊かな社会の実現の為に存在する

一般社団法人尾道青年会議所

２０２０年代活動指針（案）

１．背のび・背のび・背のび

１．常に『まち』を想い

１．変化に前例なし

１．持続可能なまち創り

青年会議所はまちづくり団体である事を常に意識し、

常にまちへの貢献を前提としよう。

２０３０年までの国際的目標ＳＤＧｓも活用し、

未来を見据えた、創造的なまち創り事業をしよう。

多団体にはない歴史とネットワークを強みとし、

最大限活用しよう。

JC 活動は奉仕であり、チャレンジして取り組む、

高め合う友情を育もう。

前例に縛られるのではなく、多様化する現代に

柔軟な思考、迅速な対応、諦めない行動を起こそう。

１． ＪＣの歴史を強みに

発言、行動、青年経済人としてのマナーと誇りを持ち

真の友情を求め、声高らかに I am JAYCEE of ONOMICHI.

１． Ｉ ａｍ ＪＡＹＣＥＥ of ONOMICHI.

活　

動　

指　

針

あるべき

姿
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2020 年代活動指針作成のための意識調査アンケート集計 

 

拝啓 

この度は、夢・希望・憧れ委員会で実施させていただきましたアンケートについてご協力いただきまして誠にあ

りがとうございました。 

データ集計と当委員会での考察を作成させていただきましたのでご確認ください。 

アンケートにおいて、お名前は非公開としておりますので、その点における一切のご質問は承れませんので何卒

よろしくお願い致します。 

先に当委員会での考察と、データ分布を示させていただき、自由意見を全て記載させていただいております。 

このアンケートから２０２０年代に我々が取るべき行動を、夢・希望・憧れ委員会でデザインして参りますので、

ご査収の程、何卒よろしくお願い致します。 

敬具 

 

回答者入会年数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆夢・希望・憧れ委員会でアンケートデータを見てからの意見 

・経験を積むにつれて、良い意味での活動意義が見えてくるのではないか。 

・活動に対して食わず嫌いなところがあり、もったいないと思う。 

・入会してよかったのに、人に勧めるのは嫌だという数値結果 

・まちづくりをする団体なのに、そこが出来ていないという数値結果 

・自分たちは楽しかったり学びがあったりするが、町に対して効果的な活動が出来ていないと思っている。 

・まちの為の組織ではなく、組織の為の組織になってしまっている 

・友情は育むことが出来てる。 

・変化が起こせていない、マンネリ化していると感じている人が多い 

・いざ、その行動を…となると起こしにくい環境となっている。 

・友情が優先されて、前向きな反対意見が言えなくなっているのでは。 

 

 

数値一覧表 

(3)入会してよかった。 (5)組織、体制への満足度 
(7)活動、事業内容への 

満足度。 

(13)入会を勧めたいと思い

ますか。 

(15)活動や運営に積極的

に関わりたい。 

全体 

はい 66 98.5% 満足 51 76.1% 満足 54 80.6% はい 47 70.1% はい 52 77.6% 

いいえ 1 1.5% 不満足 16 23.9% 不満足 13 19.4% いいえ 20 29.9% いいえ 15 22.4% 

５年以上 

はい 31 100.0% 満足 23 74.2% 満足 25 80.6% はい 23 74.2% はい 25 80.6% 

いいえ 0 0.0% 不満足 8 25.8% 不満足 6 19.4% いいえ 8 25.8% いいえ 6 19.4% 

３年以上～５年未満 

はい 22 100.0% 満足 17 77.3% 満足 18 81.8% はい 15 68.2% はい 17 77.3% 

いいえ 0 0.0% 不満足 5 22.7% 不満足 4 18.2% いいえ 7 31.8% いいえ 5 22.7% 

３年未満 

はい 13 92.9% 満足 11 78.6% 満足 11 78.6% はい 9 64.3% はい 10 71.4% 

いいえ 1 7.1% 不満足 3 21.4% 不満足 3 21.4% いいえ 5 35.7% いいえ 4 28.6% 

理事経験者 

はい 39 100.0% 満足 28 71.8% 満足 31 79.5% はい 32 82.1% はい 33 84.6% 

いいえ 0 0.0% 不満足 11 28.2% 不満足 8 20.5% いいえ 7 17.9% いいえ 6 15.4% 

理事未経験者 

はい 27 96.4% 満足 23 82.1% 満足 23 82.1% はい 15 53.6% はい 19 67.9% 

いいえ 1 3.6% 不満足 5 17.9% 不満足 5 17.9% いいえ 13 46.4% いいえ 9 32.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下自由記述含む全体数値 

 

 

人脈・世界観が広がった。人前に出ることに抵抗が少なくなった。人生の経験値を得れた。 

友人・知り合い・ビジネスパートナー等が増えた。 

組織運営手法を学ぶ機会を得た。 

地域との密接な関係を築くことができた。 

様々な人に出会えたため。 

会社では出来ない経験と成長ができた事、何より多くの交友関係を深められたこと 

人との繋がりが持てたから。 

視野が広がり経験値が増えた 青年会議所や仕事以外のことも相談できる仲間ができた。 

周りの方から色んなことを教えてもらい、とても勉強になり、自分の欠点もよく分かりました。 

普通にない経験が出来る 

業界だけではできないこと経験できたことから多くのことを学び、モチベーションの高い生活を送れたこと。 

その経験を通して尊敬できる先輩や仲間ができたこと。 

多くのご縁を頂けた事 

様々な方と出会えたから 

普段仕事をしているだけでは出会う事のなかった仲間ができたから。 

色々な経験が出来た 

人脈がつくれたことと個人の成長機会の場となりました 

他業種とのつながりができたこと。 

人とのつながり。自分にとって大事なことがわかりました。 

普段出来ないような経験が出来た 

仲間が出来る、青年会議所でしかできない色々な経験が出来る 

知り合いが増えた。困った際に助けて相談できる。 

いろんな人と出会えた 

色々な人との付き合いを通して、入会前より視野が広まったように思う。 

人脈が構築できたこと・情報量の多さと速さがある 

青年経営者の多くの方々と接する機会が増えたため 

今までは自分ができる範囲でしかい仕事ではできていなかったと思います。色々な方の仕事の姿勢を知ったこと

や、JCの事業などで自分の能力以上の事をやれたこと。 

人間関係や視野が広がった 

有意義なライフスタイルと経験 仲間との出会い 

人は人でしか磨かれない。やったことはいずれ返ってくる。 

知人・友人の幅が広がった。 

同じ目線で話すことのできる友人が増えたこと。 

異業種の人と交流ができる。地域のネットワークが広がる。 

仕事上や普段の生活の上では、知り合えない方たちと知り合えた為。 

色々な人と出会える機会ができた。 

いろんな人と、仲良くなれる、社員にはできない相談等できる 

新たな友が出来たから。知らない世界を知ることが出来た。 

入会していなければ経験できない事が公私ともにあったから 

新たな繋がり 

他業種の方と知り合うきっかけとなった 

普段会うことのない人と話が出来る 

多くの友達が出来たから 

人との繋がり、自身の成長 

幅広い職種の方と関われるため 

経営者目線の会話が出来るから 

交友関係が広がった 

悪くはない 

どちらかといえば 

他業者の方との繋がりができたため 

絶対出来ないはずの友達が出来た。 

現役会員、OBをはじめ、人を介して、また、事業を通じて町とかかわりを持てる。 

沢山の友人が出来た。 

人とのつながりが増えました。 
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活動はだるいが、友だちはできたから。 

普段事業をしているだけでは出会えないみなさんとお会いできた。また尾道でこんなにもがんばっている会社が沢

山あると知り、嬉しくなった。 

・友人が増えた 

・青年会議所活動の中で得た経験が普段の仕事にも役立っている 

知り合いが増えた 

知り合いが増えた 

人との繋がり 

社業では経験できないことができている 

多くの経営者と知り合えた 

会社、既存の友人以外の人との交流があるから。 

入会以前と比べ自己成長できたと感じるから。 

人を知れる。自分を知れる。 

 

 

 

【満足の意見】 

単年度制の為、平等に理事をうけれるシステム 

毎年、組織編制が変わるのでその都度、新しい発見や気付きを得られる。 

正直よくわかってない。不満足ではないため。 

組織や体制は一年で変わるのであまり判断はできないが、多くのメンバーが社業以外のことに本気で取り組んでい

ると思う。そういった組織は少ない。 

特に疑問に感じることはありません。 

人として尊敬出来る方が沢山いる 

理事権制度でそれぞれに責任を持つ機会があるから 

単年度制。色々な人と話せるし（まさかお坊さんと仲良くなれるとは）自分が苦手な人が実は自分と合ってたりす

ること。でも、非常時の対応に関しては少し疑問を持つことがありました。 

今までの積み重ねで平時には大きな混乱をきたすことも、逆に有事の際には弱い部分がある。時代は変化している

ので、それに合わせて怖れることなく組織も変わっていくべき 

現行で問題は無いと思うがこれからは変化していかないといけないと感じています。 

毎年変わるのが楽しい 

どちらともいえないが本音ですが、毎年組織が変わるので、いい年も悪い年もあると思います。 

組織、体制に対して大きな疑問はない 

特に不満に思う点が無い。 

現時点で組織や体制が問題だと思ったことは無いから。 

まだ分かりません。不満は現状ありません。 

これまでは満足だが、危機管理などこれからの組織改革は必要かと 

なんとなく 

会社組織と同様の仕組みが構築されている。 

特に不満もないので 

いい先輩が多く、学びの機会がたくさんあった 

情報共有などがしっかりできているため 

時代時代の特徴が出てる 

繋がりの中で今責任持って仕事してる。 

満足と不満の選択肢しかないからどちらかと言うと… 

コロナ禍であまり参加できていませんが、今の段階では満足しています。 

これまで 60 年以上続いてきた組織・体制なので満足というか凄いことだと思います。ただ、今後変化の大きな時

代の中で、継続する部分は続ける一方で、見直したり変えたりする部分も必要なのではないかと思いますし、その

過渡期の真っただ中にあると思います。 

まとまりがある 

どちらでもないが、時代の流れに合わせて柔軟な対応をすべき 

 

 

【不満足意見】 

委員長の役割がとても大変そうに見えます。 

また、飲み文化が苦手だからです。 

自分本位に成りかねない組織体制（今年は頑張ろう、来年はやらない） 

近年は特に「参加して何かを得よう」という意識の高い組織となっていない 

率先していくパワーがなくなりつつある 

意味のない JCルールが多いから 

行動力の低さ 

時代の流れに合わせ、柔軟に変化出来る組織ではない 

おとなしい 

JC 活動をしてるひとが同じ人に見える。 

いろいろ余裕がある人は問題ないと思いますが、理事になったとたん活動に対しての時間がかなり必要となります

ので、今の人数体制に合うようもう少しコンパクトにしてもいいかなと思います。あくまで個人の意見です。 

思考停止している。 

現状維持のバイアスが強い。失敗しても挑戦するのが JC だったはず。 

やる事、やった事の共有が足りない（メンバー内においてさえ） 

 

 

 

 

 

 

 

【満足意見】 

経済のみにとらわれることなく、地域・教育・会員交流と幅広い活動ができる。 

対内・対外含めて多方面での活動を通してＪＣに入らないと出来ないような体験が出来た。 

ほとんど活動できていないが、不満足ではないため。 

色々な経験が積めて、地域の人にも喜んでもらえたからです。 

それぞれが良いも悪いも、よく考え検討した結果が出ていると思います。 

活動や事業がよくても悪くても学べることがあります。 

尾道の一助になっている 

対内としては、その時のメンバーの思いに添った事業を展開する中で、学びもたくさんある点は素晴らしが、一方

で市民には変わらず酒飲みの坊ちゃん集団という認識の方が強い。如何にして悪いイメージを払拭し、より市民の

声に添った活動が出来るないか様々な視点をもって考えて行くべき。また近年は引き継げる事業を行えていない点

も気になる。 

辛いこともあるが、いろんな経験ができた 

今年はコロナ渦で仕方ないですが、どこかでまちの人に尾道 JC ここにあり、って事業をしてみたい。 

これもどちらともいえないが、満足しているものも不満足な部分はあるが、トータルでは満足です。 

地域の為に活動できているという実感が持てた事業を経験できたから 

数々の事情から開催できてない活動もあるが、取り組みに不満は無い。 

活動についてはとても良いと思う。ただ出店の運営であるとか、多くのメンバーが一カ所に集まると、とたんに適

当になる空気はずっと感じている。 

参加できていない事業の方が多いですが、コメフェスや食育事業は地域の方との交流や JC の活動を通して人が集

まれる場を作れることは、とても魅力があると感じました。 

街の活性化の一助となっていて、地域、社会へ貢献していると考える為。 

楽しいから、 

尾道 JC に携わっていないと出来ない事業がたくさんあったから。 

全てではないが、市民、街への貢献活動は行っていると思う 

自分も頑張れた事業があるから 

青年会議所でないと出来ない事をたくさん出来た 

自分の視野を広げるいいきっかけになっているため 

尾道の行事に参加したいと思っていたから 

直接的に関わった事業は満足、やっぱり参加すればするほど満足に思える 

やりたいようにした 

今楽しませてもらってます。 

時代に合った事業だと思う。 

その時その時を一生懸命活動していると思いますので、特に不満な点は思い浮かびません。 

楽しいものもあった。 

まだあまり活動内容などわかっておりませんが、コメフェスタで新入会員のみんなで出店ができたことは貴重な経

験でした。 

・自分が入会してからの事しか分かりませんが、概ね良い活動をしているのでないかと思います。ただ、活動して

いる内容があまりにも周囲に知られていなさすぎると思います。だからいつまでも飲み歩いて騒いでいるというイ

メージが払しょくできないのではないかと思います。 

・事業も一発大きなイベントを開催してその年限りで終了ということではなく、形を少し変えてでもその事業が継

続していくような目線も持ちながら事業展開していくことも必要だと考えます。それが周囲へのＰＲにもなり我々

の活動を周囲に浸透させていくきっかけにもなっていくと思います。 7-6



色々、地域の為になっている 

全てが満足ではないが、人がやりたがらない、もしくは個人でやろうとしてもまとまらないなかで我々の活動は貴

重だと思う。 

委員長頑張っている。 

 

【不満足意見】 

近年の事業が個々でやるものが増えてきているので、もう少し皆でやり遂げられ達成感を味わえるような事業をし

て行って欲しい 

不満足とまではいかないが、事業数が多く対外的なことが中途半端になっている気がする。 

もっと街のためにスピーディーにできるはず。 

近年は尾道の求めているものに貢献できているか疑問 

担当例会はやりがいがありましたが、コロナの影響により、予定していた活動・事業ができなかったため。せっか

くであれば初年度いろいろと経験してみたかったです。 

コロナでの影響 

ここ数年の事業が二番煎じの内容になっている 

ただやってるだけ感が否めない 

挑戦してない。 

形を変えて焼き回しをしている感じ。 

事業が 1 年計画であり、引き継ぎを他団体に丸投げしていることから事業が自己満足のものとなっている。 

またやったことのある事業、似た内容である事業はなるべく避ける傾向があるように見えるため、結果事業が継続

しにくいように思えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勧めたい人の意見】 

ＪＣに入らないと出来ない体験や経験が多くでき、人脈も広がるため。 

変化が激しく、先が見通せない時代に、若く影響力のある人達が繋がっておくのは良いことだと思うため。 

自分自身が入ってよかったと思うから 

体験して学ぶことはあるから 

人生一度しかない 40歳までで卒業できるから 

人脈作りや自己研鑽の場としてはすごくいいですし、他に没頭するものがなく可能であれば勧めたいです。 

どちらとも。入会しなくてもという方が増えていると思う。 

様々な経験と友人が出来る 

自己成長の場になる可能性がある 

自分が入ってよかったから。大人になって一生懸命になることの大切さや友達ができました。想いは天気に勝るこ

と☀ 

自分の今までの経験から 

他の団体では出来ない経験があると自分で感じる事が出来たので勧める事が出来ます。 

友達が増えるから 

いろんな出会いがある 

問（４）と同じ 

人脈作りは卒業後にも大きく影響してくるから 

厳しい環境や普段とは違う環境は、必ず何かしらの成長に繋がる 

実はこれからの時代、子供たちの世代に必要な目標、目的、メッセージを持っている。 

（４）での回答が得られるから。 

仕事上や普段の生活の上では、知り合えない方たちと知り合え、様々な考え方を聞け、自身の成長につながる為 

大勢いた方がいいから、 

入会して学べることが沢山あるから。 

JC 活動を行うことで、プライベート領域とビジネス領域が重ね合わさり、2つの領域それぞれに新しい道が見えて

くるから 

友達が増える 

同世代の仲間と成長しあえる環境 

加入して後悔はないから 

地域や社会の問題について深く考えることができるため 

絶対無い出会いがある: 

・年、職種を超えた出会い 

・まちがもっと好きになれるはず 

自分が入会して良かったから。 

友達ができるから 

（４）同様ですが、普段なら出会えない業種の方と出会えることは貴重です。 

知り合いが増えるから 

頭を叩いて貰うには良い場所 

入らないより、入った方が良い。特に地域で仕事をするより 

入会しないと経験できないことや、物事を広く考える境遇におかれるから。 

様々なチャンスを与えられる。 

 

 

【勧めたくない理由】 

飲み会などの出費を考えると気軽に誘えないし、評判も悪いから。 

入会して良い面もあるが、活動自体の魅力があまり分かっていないため、勧めることができない。 

人によるかな。 

自身の価値観では入会は正しかったと思うが、経済面・家庭への負担、家業への貢献等、個人差があるので、自身

の価値観で入会を勧めるには難しい。 

個人的には入会してよかったと思いますが、入会をすることがその人の為になると自信を持って言いきれないか

ら。 

お金と時間の問題があるから 

人に勧めるには犠牲となるものも多いから 

勧誘しなくても入りたいと思われる団体でいてほしい 

仕事や家族との時間が限られる 

いいことも多々ありますが、それ以上に現状はいろいろなところに負担がかかる状況だと感じていますのであまり

おすすめできません。（時間や経済に余裕がある人は除く） 

7-7



その同世代の方が何を求めているのかによると思います。 

自分自身は今のところ入って良かったと感じていますが、青年会議所活動は、得るものがある一方で多少なりとも

犠牲を払わないといけない分部もあると思うので、その犠牲を払ってでもその方が得たいものが青年会議所にあり

そうなのであれば入会をお勧めすると思います。 

色々大変だから 

自身として得ている物が少ない為 

自分が参加があまりできていない状況では進めたいとは思えないです 

 

 

【積極的にかかわりたい人の意見】 

ある程度、色々な役職をさせていただいたので今後は若いメンバー、入会が浅いメンバーに頑張っていただきたい

という考えが強いです。自分自身は機会がありタイミングが合えば積極的に挑戦していきたいと考えています。 

これまでの恩返しの意味も含めて 

せっかくできた経験や友情をなくしたくないので 

今までの活動で多くのモノを得られたから。 

入会したからには自分の価値を高めたい 

入会してる以上は可能な範囲で貢献したいと思っています。 

頑張ってる方がいるから。 

来年で卒業だから 

地域のことを考えることが子どものためにもつながるから 

自分が経験した体験を体験してもらいたい。言葉では表せないですが事業をして委員会、メンバーが一体となった

ときのパワー、尾道の人の笑顔を感じを感じて欲しい。 

自分の出来る事をできる限りやることが自己の為になり、ひとの為になると思うから。 

今までも困った時に助けてくれたのはやはりメンバーだったので返していけるようにしたい。 

卒業まであと 1 年しか在籍できませんが、今までの恩返しと思って頑張ります。 

尾道で生まれ育ったから 

入会した以上、消極的になる理由はない。 

メンバーと一緒に活動することに魅力を感じるし、楽しみにしている。 

世界組織であること。本物の情報を持っていること。未来予測が可能。 

何もしないのなら、入会している意味がないから。 

なんだかんだまちの為にはなっていると思うし、メンバーと事業を組み立てたり、まちにかかわる事業をすること

は楽しいから。 

青年会議所のメンバーとして、地域社会に貢献できる活動を行えることは、光栄なことと考えます。微力ながら積

極的に活動していきたいと思います。 

微力ながら返したいと思うのでできることはやりたい。 

入ったからにはやりとうしたい 

やるからには全うして終えたい。中途半端だと、結局何も残らない。 

内容による 

メンバーとして出来る事はやっていきたい 

自己で満足出来る事業が多いから 

お世話になった方にも恩返ししたいので。 

恩がある。 

・会員と交流を深めたい 

・まちをもっと知りたい 

・まちの活性化につなげたい 

・魅力を発信したい 

・地元出身（願わくば）で次世代を担う人材開発・強化が必要 

知人が頑張っていれば参加したいと思う。 

今は優先するべきことが他にもありますが、会員である以上は時間が許す限り関わっていきたいと思っています。 

コロナ禍でほとんどなにもできていないので。 

自分がさせてもらった良い経験を入会年数が浅い会員の方々にも経験をしてもらいたいと思うので、そういった面

で積極的に関われたらとは思います。 

個人差はあると思いますが、入会をして時間やお金を使うのであれば、せっかくだったら何か得て卒業した方が良

いと思うので。 

積極的に関わることで自身の経験値となるので参加したいが、家業がどんどん忙しくなってるんで、仕事第一で JC

はその次といったスタンスになりつつある、、 

やるからには、やりきりたい。 

あまり参加出来ていない為 

地域貢献と自己研鑽に繋がるから。 

何かをしようとする人がいるから。 

 

【関わりたくない、関われない人の意見】 

仕事が抜けれないので、活動は主に夜となります 

もう疲れました 

卒業するから 

今年が卒業年だから 

家族と仕事を犠牲にしてまでは出来ない 

必要とされれば協力します 

若い奴が好きにすればいい 

仕事上での立場責任が増え、JC に費やす時間が限られてくるため 

最近、家業が激務で家庭も忙しいので体力と時間の余裕が全くない。 

 

（17)最後に想像してください。これまでの 60 年余り積み上げてきた歴史に加え、昨今のコロナの影響もあ

り大きく様変わりする社会の中で、今あなたは尾道青年会議所の理事長として次年度の組織運営に思いを馳

せています。自分も会員もポジティブに尾道青年会議所に携わってもらうために、会のトップとしてどのよ

うな行動を起こしますか？ 

 

With コロナを、委員会単位でどのような事業活動ができるか考える機会を設ける。 

先人が築いてきたものを尊重しながら、次代に即した運営に変更できる部分は変更していきたい。具体的に会議体

や例会の在り方、委員会運営の方法等で考えられることはあると感じています。 

 

回答とは関係無いですが、コロナの影響の中、思うような委員会運営が出来ず大変なことも多いと思います。事務

局としても全力でバックアップしていきますので、宜しくお願い致します。何かあればいつでも言って下さい。 

今までの青年会議所の活動は、人が集まることで成立する活動が多く、感染の可能性があるように見受けられる

が、感染のリスクを抑え、かつ、地域のためにプラスになるような活動を考えていかなければならないのかなと思

います。具体例は思い浮かびません、、、。難しい、、、 

まずは自分から尾道のために、青年会議所のために何かを成し遂げたいという想いが必要かと。単純に会に入って

いるから、任されたから、だけでは自主性は生まれず、自ずと参加率は減っていくだけかと思います。各々仕事の

内容も時間帯も違うため、各々が積極的な意識を持たないと何も始まりません。私は職業柄、様々な会員さんと密

にお話をさせていただく機会をいただいていますが、それに尽きるかと思います。 

まずは、尾道青年会議所メンバーの現状を調査すること 

無理に集まる必要はないが、メンバー同士の交流する機会をいかにすれば作れるかを考える。 

メンバーのモチベーション維持が最優先 

事業の無駄打ちはせず、理事長や事務局などがメンバーを少人数ずつで集め会を開く、それを続け情報交換をする

ことでコロナ終息後に向けて準備する。 

コロナが終息したらまた楽しもうぜみたいな感じで 

 

国が大した政策もできないのに我々が対外的にできることはそう簡単なことではない。 

偉そうなこと書きました。 

育 LOM 宣言など、自分を支えてくれる家族から応援してもらえる雰囲気作りをしたい。また、多様な意見を取り入

れるために女性会員も増やしたい。 

会員の状況を把握し、普段より多くメッセージを発信する。 

その内容に賛同してもらえるメンバーとできる事を模索し、何かしらの行動を体裁を気にせず起こしていきます。 

協力出来る範囲で、みんなで乗り越えられたらと思います。 

可能な範囲での活動を考えたり、対外的なものを実行するのが難しい代わりに集まらなくてもできるメンバーの研

修のようなものを考えるかもしれません。 

僕は何も大した事は出来ていない人間なので偉そうな事は言えないのですが、JCは修練（委員長の）に重心が偏り

過ぎているのかなと思います。まず事業数を減らし単年度事業以外に、複数年度でやるような、街に激震が走るよ

うな大きな事業を１つ加えて全員で本気でやる（文学のこみち） 

常識・通例とされていたことを見直す。 

理事長としてメッセージを発信し、会員との交流を増やして自分の考えや方針を浸透させる。 

大きな全体事業をして、メンバー全員の協力が無ければ出来ない事業をする 

パフォーマンスだけではなく本質を考えた行動 

現体制を見直し、今後の社会的変化に則した活動を会員と共に考える。 

出来ることで最大の効果をだす事業をする。私たちだからできる、私たちにしかできないことをしようと思いま

す。無理だと言われることにポジティブに挑戦できる組織になるように行動できたらと思います。 

会員の意見を聞くこと。問題点を認識し怖れず改革することすること。良いところは更に磨きをかけること。失敗

してもやりきる覚悟を持つこと。自分事のように人を思うこと。市民や町の声を聞くとこ。メリハリを大事にする

こと。 

最初に運用方針を明確にし、全体へ周知する。 

その際は出来るだけ具体的なガイドラインを設ける※情報が無くガイドラインを決める事が出来ない場合はその旨

も伝え、情報が入ってきた段階で検討・再周知する旨も伝えておく。 

 

また、日々状況は変化している為、全体へのメッセージはこまめに行う。 

出来るだけ人づてにならないように直接届くような設えを行う。 

 

休止や中止を経て再度活動を行う時はあらためて全体へ周知し、コロナ対策を含む運用体制についても紹介出来れ

ば安心して会員は参加できると思います。 

 

ポジティブに携わってもらうという意味では活動できない期間～再開まで一貫して「つながり続ける」・「発信し

続ける」ことが大事だと感じます。 

経済の輪を広げて、コロナ渦でも人と人を繋げてどのように経済を動かしていくか検討していく。経済が回らない

と青年会議の会員数を減って行くと思われる。 

時代の変革に合わしたデジタル化、そして自由度の高い事業（失敗をおそれない） 

自らの率先垂範は勿論のこと、メンバー全員に自分の想いを伝えることに神経を注ぐと思います。 

まずは尾道に必要なこと・足りないことを考え、そこへアプローチする。組織としては、各委員会が自発的に動け

るよう所管業務やメンバー構成を考える。 
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まずはコロナの影響により社業に影響が出ている方も多くいらっしゃると思いますので、社業を優先してもらい、

会社の体制を整えたうえで出席してもらえばと思います。 

また、例会や合同例会・事業には感染防止対策を講じたうえで開催しないと、不安に思っている方も多くいらっし

ゃると思いますので、まずは尾道青年会議所としての例会を行う指針を作る必要性を感じます。 

こんなときだからこそ、皆様に安心して出席してもらえる体制を整える必要があると思います。 

発信をやり続けること、理事メンバーから考えや行動など巻き込んでいく。 

コロナありきの社会であることを、しっかり受け入れることを会全体で徹底する。感染対策についてしっかりとし

たマニュアルを作成し、できることを明確にし、各委員会がプランを立てやすい様な環境作りをしていく。 

自社のみならず、街に必要とされる変革していくニーズを汲み取り、行動する 

60 年の歩みを実践された先人、先輩方皆さんへの本物の感謝。 

世の中の動き、世の中の方向性、そして、子供世代の未来を予測する力。 

愛。 

時代・環境にそった事業の展開と子ども世代だけでなく、大人世代への教育及び知識の向上に繋がる活動。 

今まで通りに一カ所に集まったり、人を集めて行う事業は当分難しいと思う。リモートで行う手段を得たことを良

い機会だととらえて、事業や例会についても今後ウェブを活用して行うという所管業務を作っていくべきだと思

う。 

例会や合同委員会を隔月で web 方式にし、集まらなくても参加できる環境を整える。web 方式にすることで、拡大

候補者にも気軽に参加してもらえ、活動に対しての理解を深めてもらうことができ、家族や知人にも JCについて

のＰR活動ができる。 

 

また YouTube などを使用し、事業の宣伝や活動風景を放送する。事業に出席できなかったメンバーも当日の様子を

簡単に確認することが可能になることで、より参加しやすい環境をつくる。 

現在のコロナ渦中の中、社会は大きく変化し、これまで気付かなかった新しい価値観が必要で、現在の状況をピン

チではなくチャンスととらえ変化を柔軟にとらえていくことが大切だと考えます。今何ができるか考え、尾道青年

会議所がどんなこととしているのか、していくのか、地域社会に向けて情報を発信していくことが重要ではないか

と考えます。 

その時代で求められるものは違うので今までの既成概念にとらわれない組織改革をやりたあた。 

会員一人ひとりと対話。現場の声を直接吸い上げ、今、何が求められていて、何をすべきか模索する。 

尾道青年会議所はどういう目的の団体であるのか、またこの団体の存在意義を考えなおす事から始める。 

まずは各自の会社を最優先 

街のため、市民のために動くというマインドが組織として腹落ちしていれば、前向きな行動が取れると思う。理事

長だけではなく、理事のメンバー、ひいては会員全体がそういうマインドになれるよう組織を活性化する必要があ

る。直近は、会員メンバーで切磋琢磨の場では無いと感じる。 

今までの仮入会の人もお金の部分での悩みが一番多かったので、お金があまりかからない組織に変える！ 

例会のオンライン化 or 分散化させる。事業のあり方をコロナ対策にシフトチェンジする。 

今年は潔く諦める 

今できる事を必死に考え、会が一丸となって行動出来るようにする。 

メンバーそれぞれの企業が支えあえる施策を考える 

積極的に各会に参加し会員一人一人とコミュニケーションをはかり伝統ある尾道青年会議所の良さを再認識しても

らう。 

コロナの中、無理に行動することは出来ない。行動しない勇気も必要だと感じる 

自分自身が動く 

 

街のため以前に自分たちが助け合える団体でありたい。 

もっと自由に 

特別なことはしない 

会員一人ひとりとコンタクトを取り、JC活動以外のことを含めて全員の近況を把握する 

今はしんどい時期だと思います。だからこそニーズを見極めないといけないし、それに応える努力をしないといけ

ません。 

ただし、本当に苦しいのは誰でしょう。私達なのか、それともそうじゃない人なのか。 

自分にできることは出来ることはやり、そうじゃないことは勉強すればいいと思います。 

それだけをすればいいと思います。 

参加出来るかどうかは、家族、会社の賛同が必要不可欠です。まずは、家族、会社の賛同が得られる活動を考え

る。 

リモート運営 

コロナ禍対策（今後起こりうるウイルス禍）、防災対策の整った安心して暮らせるまちづくり 

他 LOM がこぞって参加する WEB 公開事業 

他団体との共存共栄を図る仕組みづくり 

以上のことができるようにメンバーの人選と密な相談 

昨今のコロナの影響でリモートなどでの会議などになっておりますが、JC活動は仕事ではないので、みんなで集ま

り触れ合うことで友情が芽生えると思いますので懇親の場は減らしてはいけないと思います。 

会として活動するためには、会員あってこそと考えますので、各自様々な状況であることを予測し、まずは会員に

必要とされている事柄を第一に展開をしていく事がよいのでは考えます。まとまりがないとなにやってもうまくい

かなような気がしまして。そうでうね集まらなくてもいい方法とか・・・。勉強も大事ですけど楽しいところをも

っと前面に出してみたりとか・・・。ただ具体的な施策はないです、申し訳ございません。 

トップでないのでわからない 

わたしは幼い子どもがいるので、夜の例会や委員会になかなか参加できません。地域貢献やこどもへの教育、女性

会員を増やすなどの観点から、昼に開催を検討したり、夜ならば子連れでも（託児などをつけて）参加できる体制

を作りたいです。 

・とにかくポジティブに行動、発言をする。率先して活動を楽しんでいる姿を見せる。（ある意味演じてでもそう

いう姿勢を貫く） 

・メンバーの方々に対して偏った対応をしない。リスペクトの気持ちを持った上で全員に対して同じように接す

る。 

・楽しいばかりではなくて、メンバーの仕事や経営において役に立つ学びを提供できるような活動を盛り込む。Ｊ

Ｃ活動の中で日々の仕事や経営にすぐに活きる学びを得る⇒仕事のモチベーションが上がる⇒ＪＣ活動へのモチベ

ーションもまた上がる。といったような好循環が生まれるように取り組む。 

つまらないと参加したくない。 

楽しいだけではただのサークル活動。 

楽しくも、自身にとってプラスとなるもの(経験値、人脈、仕事等)を持って帰れる団体でありたい 

会員一人一人と、どうしたいか話をする。 

会員の思いを知らずして、理事長が思いを語っても会員に伝わりきらない。 

他の団体であれば、社会をもしくは、経済を優先すれば良いが、我々は地域の社会も経済も全てにおいて当てはま

る、ある意味中間的組織…逆にいうと中途半端な器用貧乏的になってしまう部分もある。まずは、メンバー内の社

業最優先ではあり、そこに助けあえる部分は助け合いを。あとは、感染症リスクを防止しながら、地域を元気なで

きるようは設をするべきではと思う 

地域のニーズを知り、貢献していくことで、地域から必要とされる会でありたい。 

まずは青年会議所という存在が肯定的に捉えられるように、地域貢献をしていきたい。 

Web での情報配信、参加、アンケート等の最大活用 

一時的な外出自粛からあけて現在感染者が地方でも増えています 

一番気が緩みやすいタイミングで緩んだ結果が各地方でのコロナ感染の原因だと考えておりますので、その状況下

で感染拡大を抑えるのが現在の青年会議所の役目だと私は考えますので下手に活動を行わないようにすると思って

おります。 

緩んでいる人間が多い中で自分がコロナに感染することが仕事に影響が出る可能性を考えたらワクチン等で対策が

できるまでは活動云々の話は無いと思っております。 

コロナについて調べる。 

今現在、コロナを中心にしか物事は動かない中で、脅威を知らなければ対応できない。今は全会あげて一つに集中

すればいい。 

年が変わる頃にはコロナ 1 年、ひとつの方針や対策が決まるんじゃないか。コロナと共に生きるのか、過去のもの

になるのか。何かするならその後でいい。みんなでね！ 

 

以上 
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2020 年代活動指針 デザインアンケート集計および対応 

 

１．常に『まち』の為 

 青年会議所はまちづくり団体である事を常に意識し、常にまちへの貢献を前提としよう。 

 

指 針 としてよいと思 う：５１・・・・・・・９４．４％ 

変 更 の 余 地 あ り：２・・・・・・・・ ３．７％ 

全 く 意 に そ わ な い：１・・・・・・・・ １．９％ 

 

＜自由意見＞ 

個人的な意見ですが、～の為となると少しおこがましい気がします。～を想いの方が適切なのかな

と思います。 

世界の流れが、社会主義から個人主義になってきたから。 

「まちの為」といのうは期間を限った話ではなく、ずっとベースにあるものだから 

 

【変更案】 

１．常に『まち』を想い 

 青年会議所はまちづくり団体である事を常に意識し、常にまちへの貢献を前提としよう。 

 

案２．持続可能なまち創り 

２０３０年までの国際的目標ＳＤＧｓを活用し、未来を見据えた、創造的なまち創り事業をしよう。 

 

指 針 としてよいと思 う：４７・・・・・・８７．０％ 

変 更 の 余 地 あ り：７・・・・・・・１３．０％ 

全 く 意 に そ わ な い：０・・・・・・・   ０％ 

 

＜自由意見＞ 

単年制度だから、持続可能の引継ぎが出来ないと思います。 

SDGs は素晴らしい目標ですが、そればかりに囚われないか心配 

10 年後も大事ですが、まずはここ数年後を見据える方が先のように感じます。 

sdgs に懐疑的な見方をしている為 

案１と同じ。 

SDGS を活用の意味が難しい 

SDGs の認知度が低いので、現状では難しいのではと思う。 

 

【変更案】 

案２．持続可能なまち創り 

２０３０年までの国際的目標ＳＤＧｓも活用し、未来を見据えた、創造的なまち創り事業をしよう。 

 

案３． ＪＣの歴史を強みに 

多団体にはない歴史とネットワークを強みとし、最大限活用しよう 

 

指 針 としてよいと思 う：５０・・・・・・・・９２．５％ 

変 更 の 余 地 あ り：４・・・・・・・・・ ７．５％ 

全 く 意 に そ わ な い：０・・・・・・・・・   ０％ 

 

 

＜自由意見＞ 

情報過多になり過ぎているので、逆に情報を正しく精査することが大事なのでは？ 

もう少し具体的だといいかなと思います 

世界の流れが物質社会から精神社会になっているため、考え方を変える必要あり。しかし、人脈と

コミュニケーションについては賛成。 

「このさき 10 年」で歴史を強みにする意義は何でしょうか? 

 

【変更案】 

案３． ＪＣの歴史を強みに 

多団体にはない歴史とネットワークを強みとし、最大限活用しよう 

  

案４．変化に前例なし 

前例に縛られるのではなく、多様化する現代に柔軟な思考、迅速な対応、諦めない行動を起こそう。 

 

指 針 としてよいと思 う：５３・・・・・・・・・・・・・９８．１％ 

変 更 の 余 地 あ り：１・・・・・・・・・・・・・・ １．９％ 

全 く 意 に そ わ な い：０・・・・・・・・・・・・・・   ０％ 

 

 

＜自由意見＞ 

緊急時には、協議、審議はいらない 

 

【変更案】 

案４．変化に前例なし 

前例に縛られるのではなく、多様化する現代に柔軟な思考、迅速な対応、諦めない行動を起こそ

う。 
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案５．背のび 背のび 背のび 

そもそも JC 活動は奉仕であり、出来る出来ないではない。所属する以上、背のびをしてでも取り組 

む気概を持とう。 

 

指 針 としてよいと思 う：３８・・・・・・・・・・・・７０．３％ 

変 更 の 余 地 あ り：１４・・・・・・・・・・・・２５．９％ 

全 く 意 に そ わ な い：２・・・・・・・・・・・・・ ３．８％ 

 

 

＜自由意見＞ 

『そもそも』はなくても良いかも 

背伸びをすると持続可能が難しくなるのでは 

それぞれの事情がありますので、出来る時はやりきる。 

根底は間違ってないと思いますが、余裕がないと背伸びをする余力すらないのではないでしょうか。 

指針にすると、勘違いして行動する者がいる 

言葉と真意が伝わりにくいイメージが・・・無理をしてでもやれって捉えられると、少し重たいかな 

「そもそも」という文言は必要無いのではないかと思います。 

気概はわかりますが、解説がいる言葉を使用している気がしますのでもう少しパッとわかったほうが

いい気がします。 

頑張る事は必要だが、仕事・家族を犠牲にしてまで取り組む必要は感じない 

個人社会であり、一人一人違う考えで良い。 

すこし体育会系すぎる 

意味は分かるが、言葉の選択を再考した方が良い 

背のびを他の言い方でもいいと思う 

時には無理をする事も必要だと思うが、毎回無理をする必要があるのか？ 

 

 

 

【委員長所見（変更案）】 

案５．背のび 背のび 背のび 

そもそも JC 活動は奉仕であり、出来る出来ないではない。 

所属する以上、背伸びをしてでも取り組む気概を持とう。 

→ 

JC 活動は奉仕であり、チャレンジして取り組む気概を持とう 

 

   

  

案６．Ｉ ａｍ ＪＡＹＣＥＥ. 

発言、行動、青年経済人としてのマナー、誇りを持ち真の友情を求め、声高らかに I am JAYCEE. 

 

指 針 としてよいと思 う：４８・・・・・・・・・・８８．８％ 

変 更 の 余 地 あ り：６・・・・・・・・・・・１１．２％ 

全 く 意 に そ わ な い：０・・・・・・・・・・・   ０％ 

 

＜自由意見＞ 

日本ぽくて尾道の破天荒な部分とぶつかってしまいそう 

フレーズがいやだ 

「マナー、誇りを持ち」を「マナーと誇りを持ち」の方が良いかと思います。 

マナーを持つことを指針に入れる必要はないと思います。また、JAYCEE を強調する必要もないと

思います。 

強く求める。せっかく集まってもスマホでゲームばかり。 

自分の事を Jaycee だと思ったことがないので。多少小粋な尾道人でありたいと思っています。 

 

【委員長所見（変更案）】 

案６．Ｉ ａｍ ＪＡＹＣＥＥ of ONOMICHI. 

発言、行動、青年経済人としてのマナーと誇りを持ち真の友情を求め、声高らかに I am JAYCEE 

of ONOMICHI. 

  

案１～６の項目順番構成について 

 

 
＜自由意見＞ 

楽しんで、頑張りましょー 

王道的な感じで悪くないけど、楽しそうな感じはしない。 

特にございません 

よく考えらえた、良い指針だと思います。 

個人→組織→街づくり 

良いと思う！ 

この先 10 年に特化した内容にすべきだと思います。現在の時代背景を踏まえ、この先 10 年、何を

目指すのか、という内容にした方がいいのではないでしょうか。 

この内容は JC 活動の基本となることが多く、このさき 10 年の指針としてはオリジナリティが無いよう

に思います。 

何を持って持続可能な街づくりと言えるのかが、分からない。 
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3 パターンのデザイン案の中から、良いと思うイメージを選択お願い致します。 

 

 

 

＜自由意見＞ 

商工会議所に垂れ幕したら良いと思います。 

手帳記載がベストですが、周知するために事務局掲示もしてはどうか？ 

掲示、掲載場所によって変えるのはありだと思います 

青色が青年会議所っぽいなと思いました。 

シンプルなものが良いのではないかと思います。 

画像が小さくてよく見えません 

デザインは、練り直した方が良いかも、見づらい 

デザインは変更余地があると思います。 

 

 

パターン１に決定 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：豊かな人材育成委員会 

                                                       委員長名：沼田 剛志 

 

（１）議案名 

豊かな人材育成事業の調査・研究・実践 事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    テーマ「空に想いを～Ｂａｌｌｏｏｎ Ｒｅｌｅａｓｅ」 

 

（３）事業実施に至る背景 

新型コロナウイルスの影響により、様々な行事が中止や延期になっています。中でも小学校６年

生に関しては、修学旅行も近場の日帰りになったり、小学校生活最後の学習発表会や運動会も中止

に追い込まれています。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外）人生に一度しかない最後の小学校生活を、コロナ以外でも記憶に残るものとしたい

と考えます。笑顔を増やし、記憶に残る設えとすることで豊かな心を育む一助とな

ればと考えます。 

ｂ．（対内）どのような状況下でもできることは何かある、そんな気付きのある事業にしたいと 

考えています。また、子どもたちの笑顔に触れることで、豊かな心を私たち自身が 

育めればと考えます。 

 

（５）事業概要  

        ａ．実施日時 ２０２０年１２月 ６日（日） ８：３０～１３：００ 

ｂ．場  所 駅前緑地帯 

        ｃ．予算総額  ￥３００，０００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部  ６９名     外部 ２０００名     計 ２０６９名 

                外部（尾道市内の小学校６年生１１２１名 保護者８７９名） 

        ｅ．動員計画  

        ｆ．外部協力者 ローランド金田 氏  ａｋｉｙｏ 氏 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 豊かな人材育成委員会 委員 加藤 雅崇 

                             委員 歌  一行 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２０年 ９月２８日（月）第９回正副理事長会議          協議 

       ２０２０年１０月 ６日（火）第１０回理事会             協議 

       ２０２０年１０月２８日（水）第１０回正副理事長会議         審議 

       ２０２０年１１月 ９日（月）第１１回理事会             審議 

       ２０２０年１２月 ６日（日）                    実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

願いを込めた短冊を風船に付け、バルーンリリースを実施します。 

対象は尾道市内の小学校６年生とします。教育委員会より、各学校６年生に案内文を配布します。 
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尾道市内の中心部で、思いのこもった風船でコロナ収束を願い、まちを彩ることと、コロナで疲弊

した状態から希望に満ちた未来へと転換できる一助となればと考えます。 

参加いただいた児童を対象に記念写真等撮影、バルーンリリース実施時様々な画像と動画を撮影し、

参加いただいた児童にデータを配布します。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果  

尾道市内の小学校に調査した結果、様々な行事が中止になっている中で、何かできないかと模索

している学校もあります。コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会場を広く使用し、ソーシ

ャルディスタンスを図れるように工夫します。 

 

（８）協議のポイント 

    内容、予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）事業実施中、盛り上げるための設えが必要では？ 

対応）司会を用意し、インタビューや実況で回してもらいます。児童が風船準備している際、バル

ーンパフォーマーのａｋｉｙｏ氏によるバルーンパフォーマンスを実施します。 

意見）中学生を対象にしなかった理由は？ 

対応）豊かな心を育んでもらうには、吸収力の高い小学生を対象としたほうが良いと考えます。 

意見）事業目的を達成したかどうかの判断をどこで図るか？終わった後のフォローを工夫しては？ 

対応）当日の子供たちの笑顔を集めることが大切。当日、メンバーに写真撮影のお願いをして、学

校ごとの写真を撮ります。最終的に撮った写真をデータとして学校に差し上げる。少しでも

思い出に残るようになればと考えます。 

意見）予算の中で、その他にも出来ることを考えてください。 

対応）バルーンパフォーマーのａｋｉｙｏ氏をお招きします。少しでも楽しい思い出になればと考

えます。 

意見）バルーンに決めた思いを教えてください。 

対応）子供たちにとって思い出に残ることは何かと考えたときに、スケールの大きなものを見せる

事が必要と考えました。風船であれば、個数を用意することがたやすく、かつそこに個々の

思いを乗せることができるので、良い思い出を作ることに最適と考えました。 

意見）１２００名集まった時の誘導方法を考えてください。 

対応）メンバーの皆様にご協力いただき、出入口等配置して誘導していきたいと考えます。 

意見）悪天候時の対応を教えてください。 

対応）雨天時は中止とします。１２月４日金曜の午前の段階で、当日の降水確率が７０％を超える

場合、中止の判断をいたします。 

意見）タイムスケジュールの準備期間が短いように感じる。 

対応）一部タイムスケジュールを見直しています。参加人数の状況により、臨機応変に対応します。 

意見）１２００名集まると管理が大変、危険性も出てくると思いますが？ 

対応）会場内では学校ごとに集まってもらいます。会場での出入り口の対応や、学校ごとに集まっ

た先での対応等、メンバーの皆様にご協力をお願いしたいと考えております。 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

会場設営、小学校単位での写真撮影、１２００個の風船を膨らます等、人手が必要です。小学校

生活最後の年である６年生にとって、少しでも記憶に残る事業にしたいと考えています。皆様のご

協力をお願い致します。 
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（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

事業収支予算明細書（案） 

タイムスケジュール（案） 

事業概要（案） 

小学校配布用チラシ（案） 

ａｋｉｙｏ氏プロフィール（案） 

ローランド金田氏プロフィール（案） 

会場レイアウト（案） 

令和２年度尾道市小学生児童数（案） 

会員案内文（案） 

Ｒ＆Ｒ見積書（案） 

紙誠見積書 水溶紙（案） 

紙誠見積書 チラシ（案） 

ヘリウムガス見積書（案） 

カメダライン見積書（案） 

ａｋｉｙｏさん見積書（案） 

レクリエーション保険（案） 

プレスリリース（案） 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 -300,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 300,000 -300,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 200,860 -200,860 Ｒ＆Ｒ、紙誠、不動機工
演 出 費 支 出 54,000 -54,000 カメダライン、マジカルコーポレーション
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 254,860 -254,860
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 15,620 -15,620 紙誠
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 15,620 -15,620
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 10,000 -10,000 金田氏　記念品　桂馬蒲鉾商店

小 計 0 10,000 -10,000
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 5,000 -5,000 ㈱東京海上日動
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 770 -770 振込手数料

事 業 予 備 費 支 出 13,750 -13,750

0 300,000 -300,000

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

空に想いを～Ｂａｌｌｏｏｎ Ｒｅｌｅａｓｅ

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 300,000

300,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

企画演出費支出企画費支出 風船、、機器レンタル 47,300 Ｒ＆Ｒレンタル尾道

短冊（水溶紙） 3,960 紙誠㈱

ヘリウムガス 149,600 株式会社不動機工

演出費支出 パフォーマー費用 44,000 (有)マジカルコーポレーション

４ｔトラックレンタル料 10,000 カメダライン㈱

254,860

広報費支出 作成費支出 チラシ（1200枚） 15,620 紙誠㈱

15,620

渉外費支出 記念品代支出 金田氏記念品 10,000 桂馬蒲鉾商店

10,000

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出 5,000 ㈱東京海上日動
通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出 770 振込手数料
事業予備費支出 13,750

300,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

空に想いを～Ｂａｌｌｏｏｎ Ｒｅｌｅａｓｅ

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

8-5



 

豊かな人材育成事業  タイムスケジュール（案） 
 
 

～８：３０   集合 

８：３０～  準備                 （３時間分） 

１１：３０～  理事長挨拶              （５分） 

１１：３５～  委員長趣旨説明            （３分） 

１１：３８～  各種説明               （１０分） 

１１：４８～  児童風船製作、各種撮影   

ａｋｉｙｏさんバルーンパフォーマンス （３0 分） 

１２：２０～  バルーンリリース、各種撮影      （１５分） 

１２：３５～  児童解散 

１２：３５～  片付け                （２５分） 

１３：００   解散 
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豊かな人材育成事業 概要（案） 
 
 新型コロナウイルス感染症の影響により、尾道市内の小学生に関しては多くの行事が延
期、中止に追い込まれています。中でも小学校６年生については最後の小学校生活の年であ
るにも関わらず、修学旅行までも行き先を変更、日帰りでの実施となっている学校もありま
す。 
例年通りであれば得られたはずの思い出、記憶に残るような行事が失われている状況にあ
りますのでその手助けが出来ないか、そしてこの事業を通して豊かな心を育む一助となれ
ばと願います。 
 
手順 
 
１．小学校 6 年生の児童に対し、別紙案内文にて参加の有無を確認し参加人数を把握 
２．案内書類配布時風船に装着用のメッセージカードも同封 
３．参加者についてはメッセージカードを持参してもらう。不参加の児童に関してはあら

かじめ学校に依頼し、書いてもらったメッセージカードを回収してもらい引き取る。 
４．参加した児童は各自膨らませておいた風船にメッセージカードを装着。不参加のカー

ドはこちらで装着 
５．学校単位でＪＣメンバーが作業風景等写真撮影 
６．合図とともに思いのこもった風船を空に飛ばす 
 
ＭＣとしてローランド金田氏をお招きし実況、場を盛り上げて頂きます。 
 
風船総数１２００個（６年生総数１１２１名） 
参加者数以上の風船については飛ばすまで下記例のように入れ物にて待機 

 
 
当日の写真や動画を、後日学校にデータで渡す 
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同送の短冊に未来への希望や願いを書く
参加者：持参　不参加者：学校単位にて回収
不参加者の短冊は当青年会議所が責任をもって風船に取り付けます

＜ キ リ ト リ ＞＜ キ リ ト リ ＞

想いのこもった1200個の風船で尾道の空を
彩ります

小学校
生活

最後の
年の思い

出に

希望、願
いを込め

た

風船を
空に

飛ばし
ましょう

バルーンパフォーマンス

パフォーマーakiyoさんによる

尾道駅前緑地帯
12.6日 11：30～

（11：00開場）

2020.

※ご記入いただいた個人情報については厳重に管理し、
当事業の運営及び管理以外のことには使用致しません。

当日参加を希望される方は、下記用紙にてお申し込み下さい

住　所

電話番号

メールアドレス

男
・
女

氏  名
フリガナ

（　　　　)　　　　ー

　〒　　－

学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

男
・
女

氏  名
フリガナ

学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

男
・
女

氏  名
フリガナ

学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

申込締切：●月●日（●）（当日消印有効）
【一般社団法人尾道青年会議所事務局宛】

ＦＡＸ：０８４８-２０-１１１２
e-mail：ojc@urban.ne.jp

申 込 用 紙
ＦＡＸ／郵送／e-mail

主催 / 一般社団法人 尾道青年会議所

空
に
想
い
を

空
に
想
い
を

空
に
想
い
を

空
に
想
い
を

小学校

6年生
対象
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Performer akiyo 

 

 

６歳の時、マジシャンである祖父の影響でバルーンを始める。 

その後、祖父とステージに立ちアシスタント兼バルーンプレゼ

ントを行い１４歳でバルーンパフォーマーとしての活動を開

始。広島県を中心に子供会、家族会、企業イベント、フェスティ

バルなど様々なイベントに出演し幅広く活動。  

 

 

可愛いバルーンと不思議なマジックで子供から大人までお楽しみいただけるショーを展開します。 

色鮮やかな風船が形を変えて、様々な作品を生み出します。 最後まで何ができるかわからない、ドキド

キ☆できあがったときの感動はお客様を笑顔にすること間違いなし！ 

祖父直伝のマジックは羽の輪とシルクを使ったフラワーリング、フラフープで様々な形を作るフープマ

ジックを女性らしい演出でお届けします。 

 

経歴・受賞歴 

2005〜2007 年 ふくやま大道芸  

2011 年 ふくやま大道芸 商店街賞受賞 ビンゴ大道芸３位 

2012 年 ふくやま大道芸 

     天満天神街道芸祭 

モザイク大道芸人コンテスト決勝大会プレパフォーマンス 出演 

     福山奇術クラブ主催 奇術の祭典 出演 

     モリコロ大道芸フェスティバル  

2013 年 ふくやま大道芸 

     天満天神街道芸祭 

     モリコロ大道芸フェスティバル 

2014 年 大阪パフォーマーライセンス 取得 

     モリコロ大道芸フェスティバル 

     ふくやま大道芸 

2015 年 ふくやま大道芸 一発芸大会 優勝 

ラグーナマーメイドカップ 優勝 

2016 年 モリコロ大道芸フェスティバル 

ふくやま大道芸 商店街賞受賞 

浅草六区大道芸フェスティバル（9 月出演決定） 
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会場レイアウト（案）

学校単位でグループに分かれる。
出席者数に応じて長机を出す。

ステージとして、４ｔトラックを使用。両サイドに階段を取り付けて、昇り降りしやすいようにする

テント

テント
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尾 青 会 発   号 

                            ２０２０年 月  日 
会 員 各 位 

一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 今 岡 正 英 
委 員 長     沼 田 剛 志 

 
 

 

  豊かな人材育成事業  
「空に想いを～ＢａｌｌｏｏｎＲｅｌｅａｓｅ」のご案内（案） 

 
拝啓  晩秋の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 
さて、私たち豊かな人材育成委員会では、小学校６年生を対象に１２００個のバルーンリリースを

実施いたします。昨今のコロナウイルスの影響で、学習発表会、運動会も中止になっている学校もあ

りますし、修学旅行も行き先を変更し近場で日帰りに変更となっている学校もあります。 
人生で一度しかない最後の小学校生活をコロナ以外でも記憶に残るよう、本事業を計画しております。 
この事業を通じて少しでも豊かな心を育む一助となればと考えております。 
メンバーの皆様におかれましては、風船を膨らますことや、周辺警備、子どもたちの様子を写真に撮

ってもらう等お手伝いいただければと考えております。少しでも子どもたちの思い出に残る事業にし

たいと考えておりますので、何卒ご協力ご参加のほどお願いいたします。 
敬 具 

 
記 

 
日     時  ２０２０ 年１２月 ６日（日）８：３０～１３：００           
場     所  駅前緑地帯 
服     装  ＪＣポロシャツ（防寒着の準備をお願いいたします。） 
そ  の  他  雨天時は中止といたします。中止の場合１２月４日（金）中に判断いたします。 
返 信 締 切  １１月２７日（金） 必着 
返  信  先  (一社)尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112          E-Mail   ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事よりFAXかメールで事務局まで返信ください。 

 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１２月６日（日） 【  参加  ・  不参加  】 

 
委員会名                   氏名                   
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発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 360

小計金額 3,600

一般社団法人 尾道青年会議所

3,960合計金額

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

1

2

No 商品名 単価

3,600水溶紙 26k 30×150mm

数量 金額

1,200 3.00

¥3,960 -

2020/9/18

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2020/12/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書
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発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

¥15,620 -

2020/9/25

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2020/12/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

7,200チラシ

数量 金額

1,200 6.00

4 　用　紙　：　コート紙 90k

3 　サイズ   ：　A4サイズ

6

5 　印　刷　：　4×0

8

7 デザイン作成料 1 7,000 7,000

10

9

11

消費税(10%) 1,420

小計金額 14,200

一般社団法人 尾道青年会議所

15,620合計金額

14

13

12
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         PRESS RELEASE    

- 1 - 

  ２０２０年１１月吉日 

プレスリリース 

報道関係 各位 

一般社団法人 尾道青年会議所 

理事長 加 度 亮 平 

副理事長 今 岡 正 英 

委員長 沼 田 剛 志 

一般社団法人尾道青年会議所  

「空に想いを～ＢａｌｌｏｏｎＲｅｌｅａｓｅ」に関しての説明 

 

拝啓  晩秋の候  皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引
き立てを賜りありがたく厚く御礼申し上げます。 
 
さて、私たち尾道青年会議所は、「空に想いを～ＢａｌｌｏｏｎＲｅｌｅａｓｅ」と題し、尾道市内の

小学校６年生を対象に、約１２００個のバルーンリリースを実施いたします。 
昨今のコロナウイルスの影響で、学習発表会、運動会も中止になっている学校もありますし、修学旅

行も行き先を変更し近場で日帰りに変更となっている学校もあります。 
人生で一度しかない最後の小学校生活をコロナ以外でも記憶に残るよう、本事業を計画しております。 
バルーンリリースについては、児童の皆さんが願いを書いた短冊を付けて風船を飛ばします。多くの

願いがこもった風船で尾道の空を彩り、子どもたちの笑顔溢れ、思い出に残る、そのような事業にな

ればと考えております。 
 つきましては、報道関係各所に本企画をぜひ取材していただき、多くの皆様に発信して頂きたいと

存じます。 
 
下記の通り事業案内をさせて頂きますので、是非ともご理解ご協力をお願いしたく、ご依頼申し上げ

ます。 
敬具 

記 

 
日     時  ２０２０ 年 １２月６日（日）１１時開場 
                        １２時頃風船打ち上げ予定  
場     所  駅前緑地帯 
＜本件に関する問い合わせ先＞ 

一般社団法人尾道青年会議所 事務局 

連絡先：（０８４８）２０－１１１０ ＦＡⅩ：（０８４８）２０－１１１２ 

（事務局受付時間：平日ＡⅯ１０：００～ＰＭ５：００） 

http//www.ojc.or.jp 

E-mail:ojc@urban.ne.jp 

担当者：豊かな人材育成委員会 委員長 沼田 剛志 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：山本 圭介 

 

（１）議案名 

例会・総会の設営及び運営 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名 

１２月例会開催の時間変更 

 

（３）事業実施に至る背景 

１２月例会を卒業例会として行うにあたり、時間の変更が必要である。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）例会の時間を変更する事により、卒業例会を円滑に遂行することを目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年１２月１６日（水） 例会セレモニー  １８：３０～１９：００ 

                          卒業式      １９：００～２０：１５ 

                          懇親会      ２０：２０～２１：３０ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額   

        ｄ．参加人員  内部 ７７名     外部 ５３名     計 １３０名 

（内部内訳 ： 現役会員 ６８名 卒業生 ９名） 

（外部内訳 ： 特別会員 ２７名 ＯＢ会員 ２６名）    

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 総務広報委員会 委員長 鍋島巧 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２０年１０月２８日（水）第１０回正副理事長会議 審議 

       ２０２０年１１月 ９日（月）第１１回理事会     審議 

       ２０２０年１２月１６日（水）１２月例会       実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    １２月例会開催のため、時間を変更する。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

 

（８）審議のポイント 

    時間について 
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（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    時間が変更となります。メンバーへの周知徹底をお願い致します。 

 

（11）添付資料 

例会セレモニー次第（案） 

卒業式次第（案） 

懇親会次第（案） 

案内文 ＯＢ会員（案） 

案内文 ＯＢ会員 ＦＡＸ（案） 

案内文 特別会員（案） 

案内文 現役会員（案） 

ＺＯＯＭでのご視聴について（案） 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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一般社団法人 尾道青年会議所 

１２月例会セレモニー 次第（案） 

 

日時：２０２０年１２月１６日（水） 

１８：３０ ～ １９：００ 

場所：尾道国際ホテル 

 

 

１． 開 会                       １８：３０ 

２． 点 鐘 

３． 国家並びにＪＣソング斉唱 

４． ＪＣＩクリード唱和 

５． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 

６． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７． 紹介事項 

８． 配布資料の確認 

９． 理事長挨拶                     １８：４０ 

１０．報告連絡事項 

  ①理事長報告 

  ②委員会報告 

  ③出向者報告 

  ④同好会報告 

  ⑤その他 

１１．連絡事項 

   事務局連絡 

１２．直前理事長総評 

１３．閉会 

１４．点鐘                         １９：００ 
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２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 

卒業例会 次第（案） 

 

日時：２０２０年 １２月１６日(水) 

１９：００～２０：１５ 

場所：尾道国際ホテル２階 慶安の間 

 

卒業例会 

１． 開会（入場）              （１分）      １９：００ 

 

２． オープニング（映像）          （２分）      １９：０１ 

 

３． 委員長挨拶               （１分）      １９：０３ 

 

４． 卒業生紹介 送辞・花束贈呈・答辞   （６１分）       １９：０４ 

 
５． 現役会員代表送辞            （４分）       ２０：０５ 

 

６． 卒業生代表答辞             （５分）       ２０：０９ 

 

７． 卒業生退場                           （１分）       ２０：１４ 

 

８． 閉会                            ２０：１５ 

 

卒業例会終了後、懇親会を行います。 
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２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 

卒業例会 懇親会 次第（案） 

 

日時：２０２０年 １２月１６日(水) 

２０：２０ ～ ２１：３０ 

場所：尾道国際ホテル２階 瑞慶の間 

 

１.  懇親会開会                 ２０：２０ 

２.  理事長挨拶 

３.  シニアクラブ会長ご挨拶 

４． 乾杯 

５． ご歓談 

６． 中締め挨拶 

７． 懇親会閉会                 ２１：３０ 
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尾 青 会 発   号 
                           ２０２０年  １１月  日 

ＯＢ会員  各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

  １２月卒業例会のご案内（案） 
 

拝啓 立冬の候 皆様におかれましては益々のご清祥のこととお喜び申し上げます。 
    さて、１２月卒業例会では本年度９名の皆様がご卒業されます。卒業される皆様に敬意を表し、また現役

会員、ＯＢ・特別会員の皆様共に盛大に祝福するため「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎ
ａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」をテーマに卒業例会を開催いたします。 
卒業生の皆様には、現役最後のＪＣ活動に終止符を打ち、今まで築き上げてきたものを現役会員とＯＢ会

員で共有し、卒業を祝福する場と致します。 
    万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

 
日     時  ２０２０年１２月１６日（水）例会  １８：３０～１９：００（受付開始１８：１５） 

                       卒業式 １９：００～２０：１５ 

                       懇親会 ２０：２０～２１：３０  

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」 
例会担当委員会  総務広報委員会 

登  録  料  ６，６００円 

返 信 締 切  １２月２日（水）午後５時までに 必着 

返  信  先  一般社団法人 尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112   E-Mail  ojc@urban.ne.jp 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます：会場内マスクの着用（食事時は除く）、 
入退室時の消毒、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

 

※当日はＺＯＯＭでも配信いたしますので、ＷＥＢ上でのご視聴が可能です。 

 ＺＯＯＭ配信の詳細につきましては、添付資料『ＺＯＯＭでのご視聴について』をご確認下さい。 

以上 
＜２０２０年度 卒業予定者＞ 
  岡田健吾君、 川原浩太君、 高橋洋樹君、 谷原康弘君、 中谷純也君、 

  鍋島 巧君、 三谷彰紀君、 山北真也君、 吉原敏兼君 

                         （以上９名 ５０音順） 
 

……………切……り……取……ら……な……い……で……下……さ……い…………… 
 

２０２０年度１２月例会及び懇親会 出欠返信 
 

卒業式     出  席 ・ 欠 席   
       懇親会     出  席 ・ 欠 席   
 

お名前：                  
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尾 青 会 発   号 
                           ２０２０年  １１月  日 

ＯＢ会員  各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

  １２月卒業例会のご案内（案） 
 

拝啓 立冬の候 皆様におかれましては益々のご清祥のこととお喜び申し上げます。 
    さて、１２月卒業例会では本年度９名の皆様がご卒業されます。卒業される皆様に敬意を表し、また現役

会員、ＯＢ・特別会員の皆様共に盛大に祝福するため「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎ
ａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」をテーマに卒業例会を開催いたします。 
卒業生の皆様には、現役最後のＪＣ活動に終止符を打ち、今まで築き上げてきたものを現役会員とＯＢ会

員で共有し、卒業を祝福する場と致します。 
    万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

 
日     時  ２０２０年１２月１６日（水）例会  １８：３０～１９：００（受付開始１８：１５） 

                       卒業式 １９：００～２０：１５ 

                       懇親会 ２０：２０～２１：３０  

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」 
例会担当委員会  総務広報委員会 

登  録  料  ６，６００円 

返 信 締 切  １２月２日（水）午後５時までに 必着 

返  信  先  一般社団法人 尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112   E-Mail  ojc@urban.ne.jp 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます：会場内マスクの着用（食事時は除く）、 
入退室時の消毒、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

 

※当日はＺＯＯＭでも配信いたしますので、ＷＥＢ上でのご視聴が可能です。 

 ＺＯＯＭ配信の詳細につきましては、お手数ですが事務局へお問合せ下さい。 

   以上 
＜２０２０年度 卒業予定者＞ 
  岡田健吾君、 川原浩太君、 高橋洋樹君、 谷原康弘君、 中谷純也君、 

  鍋島 巧君、 三谷彰紀君、 山北真也君、 吉原敏兼君 

                         （以上９名 ５０音順） 
 

……………切……り……取……ら……な……い……で……下……さ……い…………… 
 

２０２０年度１２月例会及び懇親会 出欠返信 
 

卒業式     出  席 ・ 欠 席   
       懇親会     出  席 ・ 欠 席   
 

お名前：                  
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尾 青 会 発   号 
                          ２０２０年  １１月  日 

特別会員  各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

   １２月卒業例会のご案内（案） 
 

拝啓 立冬の候 皆様におかれましては益々のご清祥のこととお喜び申し上げます。 
    さて、１２月卒業例会では本年度９名の皆様がご卒業されます。卒業される皆様に敬意を表し、また現役

会員、ＯＢ・特別会員の皆様共に盛大に祝福するため「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎ
ａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」をテーマに卒業例会を開催いたします。 
卒業生の皆様には、現役最後のＪＣ活動に終止符を打ち、今まで築き上げてきたものを現役会員とＯＢ会

員で共有し、卒業を祝福する場と致します。 
    万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

 
日     時  ２０２０年１２月１６日（水）例会  １８：３０～１９：００（受付開始１８：１５） 

                       卒業式 １９：００～２０：１５ 

                       懇親会 ２０：２０～２１：３０  

 

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」 
例会担当委員会  総務広報委員会 

登  録  料  ４，６００円 

返 信 締 切  １２月２日（水）午後５時までに 必着 

返  信  先  一般社団法人 尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112   E-Mail  ojc@urban.ne.jp 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます：会場内マスクの着用（食事時は除く）、 
入退室時の消毒、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

※当日はＺＯＯＭでも配信いたしますので、ＷＥＢ上でのご視聴が可能です。 

 ＺＯＯＭ配信の詳細につきましては、添付資料『ＺＯＯＭでのご視聴について』をご確認下さい。 

 
以上 

＜２０２０年度 卒業予定者＞ 
  岡田健吾君、 川原浩太君、 高橋洋樹君、 谷原康弘君、 中谷純也君、 

  鍋島 巧君、 三谷彰紀君、 山北真也君、 吉原敏兼君 

                         （以上９名 ５０音順） 
……………切……り……取……ら……な……い……で……下……さ……い…………… 

 
２０２０年度１２月例会及び懇親会 出欠返信 

 
例会      出  席 ・ 欠 席   
卒業式     出  席 ・ 欠 席   

       懇親会     出  席 ・ 欠 席   
お名前：                  
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尾 青 会 発   号 
                          ２０２０年  １１月  日 

現役会員  各 位 
一般社団法人 尾道青年会議所 
理 事 長     加 度 亮 平 
副理事長 大 西 貴 明 
委 員 長     山 本 圭 介 

  １２月卒業例会のご案内（案） 
 

拝啓 立冬の候 皆様におかれましては益々のご清祥のこととお喜び申し上げます。 
    さて、１２月卒業例会では本年度９名の皆様がご卒業されます。卒業される皆様に敬意を表し、また現役

会員、ＯＢ・特別会員の皆様共に盛大に祝福するため「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎ
ａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」をテーマに卒業例会を開催いたします。 
卒業生の皆様には、現役最後のＪＣ活動に終止符を打ち、今まで築き上げてきたものを現役会員とＯＢ会

員で共有し、卒業を祝福する場と致します。 
    万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

敬 具 
記 

 
日     時  ２０２０年１２月１６日（水）例会 １８：３０～２０：１５（受付開始１８：１５） 

                       懇親会２０：２０～２１：３０  

 

場     所  尾道国際ホテル 

例     会  テーマ「Ｎｅｗ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ～」 
例会担当委員会  総務広報委員会 

登  録  料  ４，４２２円 

返 信 締 切  １２月２日（水）午後５時までに 必着 

返  信  先  一般社団法人 尾道青年会議所 F A X 0848-20-1112   E-Mail  ojc@urban.ne.jp 

返 信 方 法  委員会ごとに取りまとめの上、幹事よりFAXかメールで事務局まで返信ください。 

※感染症対策のご協力をお願い申し上げます：会場内マスクの着用（食事時は除く）、 
入退室時の消毒、せき、発熱等の症状がある方は出席をお控えください。 

 

※当日はＺＯＯＭでも配信いたしますので、ＷＥＢ上でのご視聴が可能です。 

 ＺＯＯＭ配信の詳細につきましては、添付資料『ＺＯＯＭでのご視聴について』をご確認下さい。 

 

以上 
 

＜２０２０年度 卒業予定者＞ 
  岡田健吾君、 川原浩太君、 高橋洋樹君、 谷原康弘君、 中谷純也君、 

  鍋島 巧君、 三谷彰紀君、 山北真也君、 吉原敏兼君 

                         （以上９名 ５０音順） 
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ＺＯＯＭでのご視聴について（案） 
 
 卒業例会につきましてはＺＯＯＭで配信をさせていただきます。 
下記の通りご案内をさせていただきますので、ご確認下さい。 
 
日     時：２０２０年１２月１６日（水） 例 会 １８：３０～１９：００ 
                       卒業式 １９：００～２０：１５ 
         ※ＺＯＯＭでの配信は１８：３０～２０：１５を予定しております。 
 
◎ＺＯＯＭのＵＲＬとパスコードについて 
 下記 URL より ZOOM へアクセスして下さい。 
 当日は１８時よりミーティングルームへ入ることができます。 
 
・URL 
https://us02web.zoom.us/j/83235793626?pwd=a1NhSFQyL09xUEVxdjR1Q2JQQU02dz0
9 
 
・パスコード 
202688 
 
 

※ZOOM の視聴方法については、以下のページをご参照下さい。 
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ZOOM の視聴方法について 
 
会議アプリＺＯＯＭではオンライン上で間接的に集まり会議体をウェブ上で実施できる

アプリです。直接集まらなくて打ち合わせから全体会議まで、コロナ感染症の流行が厳し
い状況下でも低リスクで話し合いができる便利なアプリです。お手持ちの携帯、若しくは
ＰＣ端末へＺＯＯＭのダウンロードをお願い致します。下記にはＺＯＯＭを初めて使う方
へ、のダウンロードから例会参加ができる状況作りまでの詳細をご紹介いたしますのでご
確認下さい。 
 
 
手順１ ―アプリのダウンロードー 

ＰＣの方は下記ダウンロードＵＲＬより、アプリのダウンロードを行って下さ
い。スマートフォンをご使用の方は Apple Store、若しくは Google Plya より
ZOOM Cloud Meetings をダウンロードして下さい。 
ダウンロード URL →  https://zoom.us/download#clienta_4meeting 

 
手順２ ―ＺＯＯＭアカウント登録― 

ダウンロード終了後、インストールまで実施していただきましたら、画面のインス
トラクションに従い自分のメールを登録し、ＺＯＯＭアカウントの作成を行って
下さい。ご登録の際は関係者以外の視聴を防止するために実名でのアカウント登
録をお願いしています。実名であれば登録名は漢字、ローマ字は問いません。 

 
手順３ ―ミーティングルームへの入室― 
    アカウント登録が完了しましたら、ご案内させていただきました ZOOM の URL

をクリックしていただき、ミーティングルームへアクセスして下さい。 
    ホストより参加を承諾させていただいた後、ミーティングルームへ入室が出来ま

す。 
    ※パスコードの入力を求められた場合は、前記のパスコードを入力して下さい。 
 
手順としては以上となります。 
ご不明な点等ございましたら、お手数ではございますが事務局までお問合せ下さい。 
 
一般社団法人 尾道青年会議所 TEL：0848-20-1110 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

審議 事項 

                                                  委員会名：真のしあわせを知る経営者育成委員会 

                                                 委員長名：岡本 大輔 

 

（１）議案名 

真のしあわせを知る経営者育成事業計画（案）予算（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    Ｕｂｅｒ サンタ 

 

（３）事業実施に至る背景 

我々の生活は今、コロナ感染症の影響により大きく変容してしまいました。新しい得体の知れな

いウイルスに怯え、メディアの情報に踊らされて現在も慌ただしい状況が続いています。しかし、

この状況ばかりに目を囚われるのではなく、このような状況でも自分を支えてくれている存在をし

っかりと認識し、今だからこそ心から感謝をしなければなりません。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）しあわせとは人・物・状況などあらゆる物に感謝する事により生まれます。今回は

その感謝の気持ちを贈り物と言う形として大切な家族に感謝を伝えます。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年１２月２４日 １８：００～２１：００ 

        ｂ．場  所 尾道市内各所 

        ｃ．予算総額  ￥４００，０００（詳細は別紙予算書） 

ｄ．参加人員  内部 １１名   外部 １４７名    計 １５８名 

（内部内訳：委員会メンバー１０名、人が育む経済活性化室副理事長１名） 

（外部内訳：配偶者５１名、子ども９６名） 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 真のしあわせを知る経営者育成委員会 委員 松本 裕太 

委員 亀田 康寿 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２０年 ９月２８日（月） 第９回正副理事長会議     協議 

          ２０２０年１０月 ６日（火） 第１０回理事会        協議 

          ２０２０年１０月２８日（水） 第１０回正副理事長会議    審議 

          ２０２０年１１月 ９日（月） 第１１回理事会        審議 

          ２０２０年１２月２４日（木） 実施 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

    クリスマスイブ、サンタクロースとトナカイが鈴の音と共にメンバーのお家に訪問します。サン

タクロースが子ども達にメッセージカードとプレゼント、奥様にはお花をお渡し致します。ご家庭

用でシャンメリーも準備致します。また、オプションとしてご家庭でお子様用に準備されたプレゼ
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ントもご要望ありましたらサンタがお届けいたします。 
 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

コロナ感染症の状況が事業実施月に不透明です。対策を確実に実施した上でメンバー、及びご家

庭にリスクの無い形で実施致します。※対策内容は資料の「コロナ対策」をご覧下さい。 

      

今回はロマン溢れるクリスマスイブ当日の事業となります。 

当日は当委員会を１～３班に分け事業の実施を予定しています。（希望家庭数で班数は変動）訪

問希望家庭数の想定は４０件、実施時間は１８:００～２１:００。１時間あたり約１３家庭の訪問

を目標とし、３班で時間内に終わるようにスケジュールを組んでいきます。トータル４０家庭を超

え、シミュレーション上どうしても２１：００までに間に合わないと判断した場合、お子様の年齢

が高く、２１時以降の訪問が可能なご家庭を２１時以降に回させていただきます。また、希望家庭

数が２６件以下となるようなら作成する班を２組とします。 

※贈り物予算につきましては最大人数を想定しております。審議終了後にアンケートにて希望家庭

を集計し、必要人数分の贈り物を購入しますので希望者が少ない場合には大きく予算の変動が起こ

ります。 

 

（８）審議のポイント 

    内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見）車の装飾等をして、クリスマス感をもっと出したらどうか？ 
対応）検討しましたが、玄関先までの訪問と言う事であまり意味をなさない事、そして道路交通法

の観点から難しいと判断しました。 
 

意見）駐車の際に近隣の迷惑にならないよう注意して貰いたい。 
対応）メンバーに何時頃に着くように事前に連絡することと、訪問時間も長くても 3 分以内にし、

社内にドライバーは待機させるようにします。 
 

意見）事業では無く、クリスマス会として開催してはどうか？ 
対応）クリスマス会は開催中止となりましたので、それとは別の形で目的達成の為の事業として開

催します。 
 
意見）サンタの服をレンタルされてはどうか？ 
対応）検討し、確認しましたが、審議後のレンタル発注では数が足りない場合がある事、そして事

務局にあるものも古くなってきているので、そろそろ購入しておいた方が良いと判断しまし

た。 
 

意見）メンバーの親戚のお宅へ訪問していただくことは可能か？ 
対応）メンバー１人につき、１家庭（親族）の対応をさせていただきます。 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    事業は希望されるご家庭のみを対象として事業を実施します。メール配信にてご希望されるご家

庭の確認、また子どもの人数、訪問希望の時間帯等のアンケートを実施します。委員長の皆様には

期日までにメンバーにアンケートを取りまとめ、提出していただけると助かります。アンケートは
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審議終了後に実施させていただき、状況を把握したいと思っています。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

事業概要（案） 

クリスマス衣装イメージ（参考資料） 

プレゼント各種（案） 

ポインセチア見積（案） 

シャンメリー見積（案） 

クリスマスカード見積（案） 

コロナ対策（案） 

日程調整アンケート（案） 

 

 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 400,000 -400,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 400,000 -400,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 342,786 0 衣装代、贈り物各種
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 342,786 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 0 0 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出

宿 泊 費 支 出 0 　

小　計 0 0 0 　
参 加 記 念 品 代 支 出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販 売 物 品 仕 入 支 出

雑 費 支 出 6,000 -6,000 衣装クリーニング代

事 業 予 備 費 支 出 51,214 -51,214

0 400,000 -400,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

Uber サンタ

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 400,000

400,000

＜支出明細書＞
中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

0
企画演出費支出 演出費支出 クリスマス衣装ｘ６着 40,000 AMAZON

生花（ポインセチアｘ５１株 56,100 タカオフラワーブティック
シャンメリー２本セットｘ６９セット 40,986 グリーンヒルホテル
駄菓子詰め合わせｘ９６セット 192,000 お菓子本舗、天満屋等
駄菓子用包装容器ｘ９６個 11,500 AMAZON
クリスマスカードｘ１００枚 2,200 紙誠

342,786

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出 衣装クリーニング代/６着分 6,000 アメリカ屋
事業予備費支出 51,214

400,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

Ｕｂｅｒ　サンタ

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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真のしあわせを知る経営者育成事業 概要（案） 

 

事業名 : Ｕｂｅｒ サンタ ～しあわせを自分のまわりに～ 

 

今年、我々はコロナウイルス感染症の流行に悩まされ、その事ばかりに目を

向けてきました。普段ならできているはずの周囲への感謝は目の前の問題にと

らわれ疎かになっていませんか？しあわせは感謝する心から生まれます。今こ

うして仕事、そしてＪＣ活動が出来ているのは私たちを普段から支えてくれて

いる人たちのお陰です。自分を振り返り、こんな時だからこそ支えてくれる皆

に強く感謝をしましょう。そしてその思いを贈り物と言う形で届けて行きまし

ょう。 
 
―事業内容― 
ご家庭を訪問 → サンタから子どもへプレゼントとクリスマスカードを贈呈

→ 奥様へプレゼント → 家族へプレゼント → 次のご家庭へ移動 
 
―プレゼント内容― 
・子ども ： 駄菓子、お菓子詰め合わせ等＋クリスマスカード 
・奥様 ： ポインセチア（生花） 
・家族用 ： シャンメリー 
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サンタクロース トナカイ クリスマスツリー

クリスマス衣装イメージ（参考資料）
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プレゼント各種（案）

ポインセチア（奥様向け） お菓子詰め合わせ（中学生向け） シャンメリー２本セット

駄菓子詰め合わせ（子ども向け） 贈り物　袋
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E-mail  info@takao-flower.ｊｐ

件名　　：クリスマス会・ポインセチアの件　　　　

＊以下のとおり御見積申し上げます

-

個　数 単　価 備　　考

51 1,000 ラッピング込

3.5～4号鉢

約　Ｈ30㎝×Ｗ30㎝×Ｄ30ｃｍ

御見積書

尾道青年会議所　御中

広島県尾道市美ノ郷町三成１７４７－３

Tel　　　０８４８－４８－３３８２

令和2年9月18日

タカオフラワーブティック
　　　　　　　　　　　〒７２２－０２１５

Fax　　　０８４８－４８－４５３８

御見積合計金額（税込）　 ¥56,100

項　　目　

担当者　：　高尾

ポインセチア 51,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合計金額

小　　計

消費税（10％）

0

56,100

金　　額

51,000

0

0

5,100
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発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 200

小計金額 2,000

一般社団法人 尾道青年会議所

2,200合計金額

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5 　印　刷　：　4×0

4 　用　紙　：　つやケント 300μ

3 　サイズ   ：　名刺サイズ

1

2

No 商品名 単価

【印刷仕様詳細】

2,000クリスマス メッセージカード 100枚

数量 金額

1 2,000

¥2,200 -

2020/9/24

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2020/12/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書
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コロナ対策 

―実施者側対策― 

・事業実施者は全員マスクを着用する 

・各家庭訪問後に必ず手指の消毒を実施する。 

・事業開始前に体調確認を実施し、体調不良者は不参加とする 

・車移動時には車内換気の為、窓を閉め切った状態にしない 

・家庭訪問時はソーシャルディスタンスを厳守する。 

・トイレ、手洗い等で訪問先の家へ入る事は禁止とする 

 

―ご家族側― 

・事業者の訪問時にはマスクを着用してもらう 

・ご家族内に体調不良等、コロナ感染症に限らず風邪の症状がある方がおられ 

 る場合には訪問を見送りさせてもらう。 
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会員各位 
 

真のしあわせを知る経営者育成委員会 
 

 
Ｕｂｅｒ サンタ ～しあわせを自分のまわりに～ ご希望アンケート 

拝啓 向寒の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。今年は年初よりコロナ
ウイルス感染症の流行により、公私ともに皆様ご苦労をされた事と存じております。その影響は子ども達の生活に
も及んでおり、子ども達は自粛生活を余儀なくされ、子どもらしい年を過ごすことが出来ませんでした。メンバー
皆様のご協力を賜りまして今年の最後のイベントであるクリスマスに子ども達に元気と笑顔を届けましょう！                                            
敬具 

 
―事業内容― 

１２月２４日、クリスマスイブに鈴の音の共にサンタクロースとその仲間たちがあなたとあなたのご家族にしあわ
せを届けます。※当日はお子様、配偶者様にプレゼントがございます。ご希望の方は下記アンケートよりお申し込
みください。ご記入の際は、ご訪問させていただく住所を正確にご記入下さい。青年会議所からのプレゼント以外
に個人で準備されたプレゼントをお子様に渡して欲しいメンバーの方は下記アンケートからご用命下さい。クリス
マスイブにサンタがお届けします。 ※ご訪問は玄関先までです。所要、滞在時間は３分程度です。 
 
 
会員氏名：                     
 
サンタの訪問を希望されますか？   はい   いいえ 
 
「はい」の方は下記の１～４をご記入下さい。 
 
1 ご訪問を希望される住所 :                                                            
 
2 １２月２４日（木）  18:00-19:00  /  19:00-20:00  /  20:00-21:00（ご希望の時間帯に〇を付ける） 
 
3 お子様人数 : ０～３歳    人 ４～１２歳    人 １３～１８歳    人 それ以上    人 
 
4 個人で準備したプレゼントもサンタが子どもに渡す事を希望されますか？    はい    いいえ 
 
※４が「はい」の方は事務局準備しますプレゼントボックスに１２/７～12/１８までに必ずお名前を添付して置い

てください。 
 
※お子様向けでクリスマスカードがございます。お子様へ伝えたいことを自由にご記入下さい。クリスマスカード
は１１月例会内で配布、回収致します。例会欠席の方は事務局にクリスマスカードを置いておきますので 12/１８
までに記入し、事務員までお渡しください。 

 
 
ご協力ありがとうございました。 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案） 

 

審議 事項 

                                                        委員会名：事務局 

                                                       委員長名：高橋 建太 

 

（１）議案名 

所管業務 事業計画（案）に関する件 

 

（２）事業名 

    所管業務の中止 

 

（３）事業実施に至る背景 

２０２０年３月にコロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言が発令され、一般社団法人尾道

青年会議所の活動が一時休止となった。それに伴い未実施となっている所管業務について、理事会

にて正式に中止とする決議をとる必要がある。 
 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）未実施となっている所管業務について、正式に中止とする決議をとることで、所管 

業務を適正に終える事を目的とする。 

 

（５）事業概要  

        ａ．実施日時 

ｂ．場  所 

        ｃ．予算総額 

        ｄ．参加人員  内部  名     外部 名     計 名 

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー 専務理事 高橋 建太 

        ｈ．実施手順・プログラム 

       ２０２０年１０月２８日（水）第１０回正副理事長会議         審議 

       ２０２０年１１月 ９日（月）第１１回理事会             審議 

 

（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

理事会の場において未実施となっている所管業務について中止とする決議をとる。尚、予算につ

いては全額を事業予備費へ繰り入れる事とする。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果  

協議上程されていない所管業務について正式に中止とする決議をとることで、議案上ではあるが

所管業務を適正に終えた事となり、所管業務未実施による混乱を避けることができると考える。 

 

（８）審議のポイント 

    内容について 
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（９）会議での意見とその対応 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

 

（11）添付資料 

未実施の所管業務一覧（案） 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 
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未実施の所管業務一覧（案） 
 
・６月例会 
・７月交流例会（ゆかた会） 
・夏期講習 
・８月例会 
・しまなみ３JC への参画 
・クリスマス会 
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一般社団法人 尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案） 

 

協議 事項 

                                                        委員会名：総務広報委員会 

                                                       委員長名：山本 圭介 

 

（１）議案名 

卒業例会行事 事業計画（案）予算（案）について 

 

（２）事業名 

卒業例会 テーマ 「Ｎｅｗ ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ  

～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ ～」 

 

（３）事業実施に至る背景 

尾道青年会議所では、毎年１２月例会を「卒業例会」として、卒業されるメンバーの門出を祝う

場としています。本年度は、９名のメンバーがこの尾道青年会議所を卒業されます。例年のように

集まることが困難な状況下ではありますが、現役会員、ＯＢ・特別会員の皆で語り合い祝福するこ

とで、この青年会議所で培う絆を再結合していく「卒業例会」を開催する必要があります。 

 

（４）事業目的（趣旨） 

        ａ．（対外） 

ｂ．（対内）卒業生の青年会議所活動における功績を称え、また新たなステージへの第一歩を祝

福することを目的とする。さらに現役会員だけでなく、ＯＢ・特別会員とのこれま

での繋がりを再び共有する事を目的とする。 

 

（５）事業概要 

        ａ．実施日時 ２０２０年１２月１６日（水） 例会セレモニー １８：３０～１９：００ 

                          卒業式     １９：００～２０：１５ 

                          懇親会     ２０：２０～２１：３０ 

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル 

        ｃ．予算総額  ￥９１８，１００（詳細は別紙予算書） 

        ｄ．参加人員  内部 ７７名     外部   ５３名     計 １３０名 

（内部内訳： 現役会員  ６８名 卒業生   ９名） 

（外部内役： 特別会員  ２７名 ＯＢ会員 ２６名）  

        ｅ．動員計画 

        ｆ．外部協力者 

        ｇ．実施組織・推進リーダー     総務広報委員会  幹事 水野 春樹 

                               委員 村上 直弘 

        ｈ．実施手順・プログラム 

２０２０年１０月２８日（水） 第１０回正副理事長会議 協議 

       ２０２０年１１月 ９日（月） 第１１回理事会     協議 

       ２０２０年１１月２７日（金） 第１１回正副理事長会議 審議 

       ２０２０年１２月 ７日（月） 第１２回理事会     審議 

       ２０２０年１２月１６日（水） １２月例会       実施 
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（６）事業内容（目的達成のための手法説明） 

本例会は、①オープニング映像、②卒業生紹介・送辞・答辞（代表者挨拶を含む）、２つの構成

とその後に懇親会をします。 

① については、卒業生を簡潔に紹介し、これから卒業例会が始まるという期待感を醸成する
演出を行います。 

② は、卒業生の入会から今日に至るまでの活動の軌跡が振り返られるような映像を用意しま
す。 

送辞・答辞については、例年同様の流れをくみ取り、送る側と送られる側の思いを伝えます。 

懇親会では、お越しいただいた先輩方と直接お話しすることで、より気持ちが伝わり、繋がりを

再び感じて頂きます。 

卒業の記念品は、それぞれにこれまでの活動の写真や動画などをＵＳＢメモリにデータで記録し

贈りたいと思います。 

 

（７）過去の検証・本年の工夫と期待される効果 

今年度は、感染症への対策が必要とされる中での開催となります。できることでの対応と致しま

して時間短縮等で対策をしてまいります。また懇親会につきましては日本青年会議所のガイドライ

ンに沿って食事は一人分ずつに小分けするなどの対応を行ってまいります。 

卒業生への写真や、動画につきましては、データ量増加への対応としてディスク媒体ではなく、

ＵＳＢメモリを使用して対応します。 

 

（８）協議のポイント 

   内容・予算について 

 

（９）会議での意見とその対応 

   意見） 

対応） 

 

（10）他委員会への依頼事項等 

    感染症への対策として、会場内でのマスク着用やアルコールでの消毒の声がけや確認にご協力く

ださいますようお願いを申し上げます。また事前に体調不良でないか、発熱していないかなどの確

認につきましてもご協力をお願い申し上げます。 

 

（11）添付資料 

事業収支予算書（案） 

収支予算明細書（案） 

卒業例会概要（案） 

卒業例会タイムスケジュール（案）  

卒業例会次第（案） 

懇親会次第（案）  

卒業式・懇親会 会場レイアウト（参考資料）  

感染症拡大防止対策（参考資料） 

健康状態確認書 (参考資料） 

卒業例会 看板レイアウト（案） 

看板見積(案)  

見積書(懇親会・スクリーン)(案)  
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送辞用紙見積(案) 

写真贈呈用ＵＳＢ（参考資料） 

懇親会実施ガイドライン（参考資料） 

第１１回理事会 ２０２０年１１月 ９日 

12-3



事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

正会員＠２，１７８×７７名 167,706 例会食事代を繰入

特別会員＠２，０００×２７名 54,000 例会食事代を繰入

懇親会収入 登録料 正会員＠４，４２２×７７名 340,494

特別会員＠４，６００×２７名 124,200

ＯＢ会員＠６，６００×２６名 171,600

918,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 看板代 7,000 （有）ディアジャンクション

レンタル料支出 スクリーン大（縦2.4ｍ×横2.7ｍ） 16,500 尾道国際ホテル

23,500

企画演出費支出演出費支出 コサージュ＠1，１００×９ 9,900 花のよしはら

送辞用紙＠３８５×１０ 3,850 紙誠（株）

13,750

資料作成費支出作成費支出 USBメモリ　32GB　１６８０×９ 15,120 NANO-TRAIN（卒業記念品）

15,120

懇親会費支出 飲食費支出 正会員＠６，６００×７７名 508,200

特別会員＠６，６００×２７名 178,200

ＯＢ会員＠６，６００×２６名 171,600

858,000

0
参加記念品代 支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入 支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 7,630
918,000

１２月例会　テーマ　「Ｎｅｗ ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ ～」

小　　計　　

小　　計　　

合　　計　　

事業費支出

収支予算明細書（案）

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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事業名

収入の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 60,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 236,240 221,706 14,534
登 録 料 収 入 登　　　　録　　　　料　　　　収　　　　入 463,760 636,294 -172,534
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

760,000 918,000 -158,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 23,500 23,500 0 (有)メディアジャンクション・尾道国際ホテル
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 23,500 23,500 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 10,780 13,750 -2,970 花のよしはら・紙誠㈱
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 10,780 13,750 -2,970
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 2,930 15,120 -12,190 NANO-TRAIN（卒業記念品）

小　計 2,930 15,120 -12,190
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 700,000 858,000 -158,000 尾道国際ホテル
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 700,000 858,000 -158,000
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 10,148 7,630 2,518

747,358 918,000 -170,642

１２月例会　テーマ　「Ｎｅｗ ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ ～Ｒｅ ｅｍｏｔｉｏｎａｌ ｃｏｎｎｅｃｔ ～」

事業収支予算書（案）

収　　入　　合　　計

支　　出　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

会 場 設 営 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出
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２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 卒業例会概要 （案） 
＜テーマ＞ 
「 New Direction ～Re emotional connect ～ 」 
日時 ２０２０年１２月１６日（水） 
１９：００～２０：１５  
 
場所 尾道国際ホテル 
＜概要＞ 
卒業して新たな一歩を踏み出される前にこれまでに培った絆を再び感じられるよう現役会

員・OB・特別会員の皆で集まり共に見届け、その後の懇親会では存分に語り合い祝福して
いきます。 
 
①オープニング映像 
卒業生を簡単に紹介。卒業式の雰囲気を演出。 
約 2分 (去年も 2分) 
 
 
②卒業生紹介・送辞・答辞 
各卒業生の皆様が登壇される前に簡単な映像を流します。内容は、入会から今日に至る 
までのご活躍の様子を紹介します。 
卒業生一人一人持ち時間の中で送辞と答辞を行い、送る言葉を送ります。 
 
③現役会員代表送辞 
メンバーを代表して理事長が送辞を送ります。 
 
④卒業生代表答辞（クライマックス） 
卒業生の中から代表者１名が卒業生を代表して BGMをバックに答辞を述べられます。 
エンディングは答辞のクライマックスにそって BGM、光源の調整を行います。 
最後は全員登壇し、一礼を行い、講壇して席に戻っていただき、閉会とします。 
 
 
 
●卒業の記念品として卒業生の皆様それぞれの写真や動画を贈ります。 
写真と送辞の動画 データ化してUSBメモリで渡します。 

 

12-6



２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 卒業式タイムスケジュール 

（案） 

 

 

１． 開会                          １９：００ 

 

２． 卒業生入場             （１分）      １９：００ 
  

３． オープニング（映像）        （２分）         １９：０１ 

 

４． 委員長挨拶             （１分）      １９：０３ 

 

５． 卒業生紹介 送辞・花束贈呈・答辞 （６１分）       １９：０４ 

・紹介PP         １５秒 

・登壇・降壇      ４５秒（各０．２２５分ずつ） 

・送辞・答辞 各    ４分（各２．０分ずつ） 

・花束         １分 

 計５４分（６分／人×９人） 

・予備         ７分（０．７７７分×９人） 

 

６． 現役会員代表送辞          （４分）       ２０：０５ 

・卒業生登壇（１分）、代表送辞（３分） 

 

７． 卒業生代表答辞           （５分）       ２０：０９ 

・代表答辞（３分）、卒業生降壇（１分）、予備（１分） 

 

８． 卒業生退場                         （１分）       ２０：１４ 

 

９． 閉会                          ２０：１５ 
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２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 

卒業例会 次第（案） 

 

日時：２０２０年 １２月１６日(水) 

１９：００～２０：１５ 

場所：尾道国際ホテル２階 瑞慶の間 

 

卒業例会 

１． 開会（入場）              （１分）      １９：００ 

 

２． オープニング（映像）          （２分）      １９：０１ 

 

３． 委員長挨拶               （１分）      １９：０３ 

 

４． 卒業生紹介 送辞・花束贈呈・答辞   （６１分）       １９：０４ 

 
５． 現役会員代表送辞            （４分）       ２０：０５ 

 

６． 卒業生代表答辞             （５分）       ２０：０９ 

 

７． 卒業生退場                           （１分）       ２０：１４ 

 

８． 閉会                            ２０：１５ 

 

卒業例会終了後、懇親会を行います。 
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２０２０年度 一般社団法人 尾道青年会議所 

卒業例会 懇親会 次第（案） 

 

日時：２０２０年 １２月１６日(水) 

２０：２０ ～ ２１：３０ 

場所：尾道国際ホテル２階 瑞慶の間 

 

１.  懇親会開会                 ２０：２０ 

２.  理事長挨拶 

３.  シニアクラブ会長ご挨拶 

４． 乾杯 

５． ご歓談 

６． 中締め挨拶 

７． 懇親会閉会                 ２１：３０ 
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真のしあわせ

真のしあわせ
豊かな
人材育成

豊かな
人材育成

会員拡大

会員拡大

会員拡大

夢・希望
憧れ

夢・希望
憧れ

社会開発

社会開発

総務広報 総務広報予備予備予備

18：30～ セレモニー終了まで 会場図（参考資料）

セレモニー終了後、別紙会場図にそって各自移動します

予備予備予備予備
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OB

OB OB

OBOB

OB特別特別 特別 特別

卒業予定者 卒業予定者
OB
特別

豊かな
人材育成

真のしあわせ 正副

会員拡大会員拡大

正副真のしあわせ
豊かな
人材育成

社会開発 社会開発

会員拡大
総務広報

会員拡大

予備 予備

夢・希望
憧れ

夢・希望
憧れ

総務広報

送辞者 動線 送辞者 動線

送辞者 動線

送
辞
者

動
線

予
定
者

動
線

予定者 動線

セレモニー終了時以降～卒業式終了まで 会場図（参考資料）

セレモニー終了時に各自移動します
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OB

OB OB

OBOB

OB

特別 特別

特別 特別

OB

豊かな
人材育成

真のしあわせ 正副

会員拡大会員拡大

正副真のしあわせ
豊かな
人材育成

社会開発 社会開発

会員拡大
総務広報

会員拡大

予備 予備

夢・希望
憧れ

夢・希望
憧れ

総務広報

卒業式終了～懇親会終了まで 会場図（参考資料）

卒業式終了時に各自移動します

特別特別
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ホール入り口にもアルコール消毒を設置します。万が一マスクをお忘れのかたが
いらっしゃる事を想定して予備のマスクを置いておきます。

感染症拡大防止対策（参考資料）

国際ホテルロビー入り口に非接触型の
体温測定値があります。

入場の際は必ず体温測定を実施の上
入場いただきます。

体温については全員記録を取り、
入場可否の判断と致します。

（平熱に比べ熱があると思われる方は
帰宅していただきます）

飛沫飛散対策として
司会席、演台、
スタンドマイク前方には
アクリル板等が設置されています。
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令和

開催場所

事業名

携帯番号

携帯番号
本日の
体　温 携帯番号

本日の
体　温 携帯番号

1 ℃ 33 ℃ 65

2 ℃ 34 ℃ 66

3 ℃ 35 ℃ 67

4 ℃ 36 ℃ 68

5 ℃ 37 ℃ 69

6 ℃ 38 ℃ 70

7 ℃ 39 ℃ 71

8 ℃ 40 ℃ 72

9 ℃ 41 ℃ 73

10 ℃ 42 ℃ 74

11 ℃ 43 ℃ 75

12 ℃ 44 ℃ 76

13 ℃ 45 ℃ 77

14 ℃ 46 ℃ 78

15 ℃ 47 ℃ 79

16 ℃ 48 ℃ 80

17 ℃ 49 ℃ 81

18 ℃ 50 ℃ 82

19 ℃ 51 ℃ 83

20 ℃ 52 ℃ 84

21 ℃ 53 ℃ 85

22 ℃ 54 ℃ 86

23 ℃ 55 ℃ 87

24 ℃ 56 ℃ 88

25 ℃ 57 ℃ 89

26 ℃ 58 ℃ 90

27 ℃ 59 ℃ 91

28 ℃ 60 ℃ 92

29 ℃ 61 ℃ 93

30 ℃ 62 ℃ 94

31 ℃ 63 ℃ 95

32 ℃ 64 ℃ 96 ℃

年　　　月　　　日

℃

℃

名　前

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

備考

＜事業開催日の健康状態＞　　（参加者すべて記入すること）

名　前
本日の
体　温

℃

名　前

担当委員会 委員会

委員長名

健康状態確認書

本確認書は、例会事業において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、参加者の健康状態を確認することを目的としています。
本確認書に記入いただいた個人情報について、主催者は、厳正なる管理のもとに保管し、参加者の健康状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のために
のみ利用します。また、個人情報保護法等の法令において認められる場合を除き、ご本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。但し、本会場内にて感染症患
者またはその疑いのある方が発見された場合に、必要な範囲で保健所等に提供することがあります。

＜基本情報＞ ＜確認日＞

主催者 尾道青年会議所
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携帯番号
本日の
体　温 携帯番号

本日の
体　温 携帯番号

97 ℃ 129 ℃ 160

98 ℃ 130 ℃ 161

99 ℃ 131 ℃ 162

100 ℃ 132 ℃ 163

101 ℃ 133 ℃ 164

102 ℃ 134 ℃ 165

103 ℃ 135 ℃ 166

104 ℃ 136 ℃ 167

105 ℃ 137 ℃ 168

106 ℃ 138 ℃ 169

107 ℃ 139 ℃ 170

108 ℃ 140 ℃ 171

109 ℃ 141 ℃ 172

110 ℃ 142 ℃ 173

111 ℃ 143 ℃ 174

112 ℃ 144 ℃ 175

113 ℃ 145 ℃ 176

114 ℃ 146 ℃ 177

115 ℃ 147 ℃ 178

116 ℃ 148 ℃ 179

117 ℃ 149 ℃ 180

118 ℃ 150 ℃ 181

119 ℃ 151 ℃ 182

120 ℃ 152 ℃ 183

121 ℃ 153 ℃ 184

122 ℃ 154 ℃ 185

123 ℃ 155 ℃ 186

124 ℃ 156 ℃ 187

125 ℃ 157 ℃ 188

126 ℃ 158 ℃ 189

127 ℃ 159 ℃ 190

128 ℃ 160 ℃ 191

＜事業開催日の健康状態＞　　（参加者すべて記入すること）

名　前 名　前 名　前
本日の
体　温

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃
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２０２０年度 １２月例会看板 

板製作寸法 及び 基本レイアウト（案） 
 
テ－マ 

  

卒業例会 「New Direction  

                          ～Re emotional connect～」 

 
285mm 

 
                2910ｍｍ 
 

 
 

 
予備欄   
 
 
 
 
 
 

 
 
委 員 会 名   
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
135mm 

  
         1210mm 
 

 

総 務 広 報 委 員 会 
 
135mm 
 

          1000mm 
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御 見 積 書2020年 10月 14日

No. 6962

一般社団法人尾道青年会議所 御中

12月例会看板制作（2020年）

有限会社メディアジャンクション下記の通り御見積申し上げます。

〒722-0017
納入期日： 年 月 日 広島県尾道市門田町23-30
納入場所：別途ご相談 TEL:0848-21-2201　FAX:0848-21-2202

取引方法：別途ご相談の上 info@mediajunction.jp

http://www.mediajunction.jp/有効期限： 年 月 日

\7,000御 見 積 金 額

内   容  ・  仕   様 数   量 単位 単    価 金      額

6,3646,36412月例会看板制作（2020年） 1.00 式

636【 消費税　10%  （税抜分） 】

7,000合        計

1頁
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発行日：

御中

下記の通りお見積り申し上げます。

〒722-0051　広島県尾道市東尾道11-13

TEL (0848)20-2131　FAX (0848)20-2135

御見積金額

担当：

単位：円

備考

消費税(10%) 350

小計金額 3,500

一般社団法人 尾道青年会議所

3,850合計金額

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

1

2

No 商品名 単価

3,500式辞用紙 大 罫入り

数量 金額

10 350

¥3,850 -

2020/10/14

納入場所 お客様指定場所

納入期日 ご相談

支払条件

見積有効 2020/12/31

山 北

担　当査　閲承　認

御 見 積 書
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1 
 

懇親会実施ガイドライン 
Ver.3 

 
新型コロナウイルスの影響によって、青年会議所における懇親会も自粛、又はＷＥＢ飲み

会等へと大きく様変わりしています。しかし、緊急事態宣言が解除され、政府からの都道府
県を跨ぐ移動自粛要請も解除されているなか、青年会議所の運動も「感染機会８割減」のも
と再開されつつあります。 
本ガイドラインでは、実際に集まる会議等を実施した後に行われる懇親会において、どの

様な点に気を付ければ実施が可能かということを観点において、各種業種別ガイドライン
をもとに作成しております。なお、当ガイドラインについては、新型コロナウイルスの感染
状況等により適宜更新されます。また、あくまでも目安となりますので、社会状況に即した
柔軟な対応が求められます。 
 

 

1. 参加対象者について 

懇親会については、会食の場にて感染したというケースも報告されており、個々の感染
予防についての考えからも参加を強制することはできません。 
懇親会担当者におかれましては、まずは懇親会が行われる店舗が後述します、感染予防
対策が十分に取られている店舗か確認したうえで、その感染予防対策を含めた案内状
を作成し、対象者に参加の有無を確認してください。 
また、懇親会参加者については、事前に体調不良ではないか、発熱はないか確認を取り、
万が一該当する方がいた場合、参加を見合わせてください。 
懇親会前におこなった会議や事業において当該人物と濃厚接触していた方についても
参加を見合わせる、もしくは、懇親会をキャンセルすることも検討してください。 
 
□ 店舗内の感染予防策を記載した案内を配布した 
□ 参加者の発熱等の異常がないか事前に確認した 
 

2. 店舗の確認について 

懇親会を行う店舗については、いつも使うお店の他、最近ではグルメサイトでネット検
索した店舗からリストアップして予約することも多いかと思われます。 
しかし、グルメサイトの情報では感染予防対策は十分に確認できず、店舗への電話確認
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2 
 

でも、店員の感覚とこちら側の感覚のずれが生じ、十分な感染症予防対策が取られてい
ない場合もあります。いつも使うお店であっても、別途選定したお店であっても、懇親
会担当者は一度店舗に行き、店内の感染予防対策がこちら側の要望を満たしているの
か確認（実際に座る座席まで確認できることが望ましい）したうえで、予約、対象者へ
の案内を行ってください。 
 
□ 事前に店舗に行って感染予防対策を確認した 
 

3. 店舗の確認ポイント 

下記項目については、業種別ガイドラインにある、経済産業省とＪＣＩ日本にて作成し
た「カンファレス開催ガイドライン」並びに、一般社団法人日本フードサービス協会と
一般社団法人全国生活衛生同業組合中央会が作成した「外食業の事業継続のためのガ
イドライン」に沿って、懇親会を実施するにあたり、店舗が感染症予防対策を十分に取
れているか確認するものとなっております。 
 
□ 店舗入口や手洗い場所等に手指消毒用の消毒液（消毒用アルコール等）が容易され

ている 
□ 店員はマスクやフェイスガードを適切に着用している 
□ 店舗入口等で、発熱等の異常がある人の入店拒否、飛沫防止のためのマスク着用が

求められている 
□ 客席は十分な感覚がとられている（１席分の間引き、２メートル以上の間隔が望ま

しいが、最低限約 1 メートルの間隔がとられている） 
□ 客席は横並び、またはテーブル席の場合には客同士が真正面となる配置をさけてい

る 

       
 

   １～２ｍ   

□ グループ間の安全を確保するために、他のグループとは座席を 2 メートル（最低１
メートル）確保している 

□ 店舗内の換気が十分におこなわれている 
□ 食事が大皿ではなく、1 人分ずつ小分けにして配膳される 

テーブル 

 

参加者が真正面で対面
になっていない 
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□ 飲み物はピッチャーではなく、1 杯ずつ配膳される 

4. 感染リスクを避けた行動 

（１） 参加者への感染予防対策の依頼 
懇親会担当者は、参加される方に対して、事前の発熱、体調不良の有無の確認の他、店
舗での手指消毒や、可能な限り食事中の会話を控える（マスクを着用していないため）、
一定の距離を確保するといった感染リスクを避けた行動をお願いしてください。 
 

（２） 参加者の分散 
新型コロナウイルスに感染した場合、陰性反応がでるまでの隔離等、行動が著しく制限
されます。一定数以上での懇親会を実施すると感染が疑われる方も多くなるというリ
スクが発生しますので、分散した開催を検討してください。 
 
例１） 大規模大会におけるＬＯＭナイトを実施する場合、委員会ごとに複数店舗に分

散して開催する。 
例２） 役員全員、または各グループのライン全員が感染、もしくは感染が疑われる状

況にならないよう２グループに分散して開催する。 
 
 

5. 懇親会参加者に感染が疑われる者が発生した場合 

□ 速やかに保健所へ連絡し、指示を受けること 
□ 保健所の聞き取りに協力し、必要な情報提供を行うこと 
□ 発熱等の症状により自宅で療養することとなった者は、毎日健康状態を確認する

ものとし、必要に応じて新型コロナウイルス感染症の検査を受けること。なお、検
査結果が陰性であっても、症状が改善してから最低４８時間が経過するまでは自
宅等で待機すること。 

 
 
＜本件問合せ先＞ 
公益社団法人日本青年会議所 総務グループ 渉外委員会 
2020syougaikiseki@gmail.com 
 
作成：２０２０年６月３０日（ver1） 
更新：２０２０年７月１０日（ver2） 
   ２０２０年１０月８日（ver3) 
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